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安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使い
いただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示

で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

注意

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う
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安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

故障のまま使用しない

禁止

警告

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

異常のまま使用しない

禁止

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

必ず行う

規定容量の
ヒューズを

[異常時の処置]
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各部のなまえ 8
本機の操作の基本 10
リモコンの準備 13
バッテリー上がりを防ぐために 13
「CD TEXT」について 13
FM多重について 13
長時間録音されたMDの再生について 13
フロントパネルの角度を調節する 14
デモモードについて 15
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ここだけ読めばすぐ使えます
聞きたいソース (音源) を選ぶ 16
CDのふだんの操作 18
● CDを再生する
● 曲を選ぶ
● 早送り/早戻しをする
● 音量を調節する
● CDを取り出す
MDのふだんの操作 20
● MDを再生する
● 曲を選ぶ
● 早送り/早戻しをする
● 音量を調節する
● MDを取り出す
ラジオのふだんの操作 22
● バンドを選ぶ
● 放送局を選ぶ
● 音量を調節する
FM多重のふだんの操作 24
● FM多重を見る
マルチCDのふだんの操作 26
● CDを選ぶ
● 曲を選ぶ
● 早送り/早戻しをする
● 音量を調節する

ここだけで

はじめに
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す
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ま
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だ
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はじめに ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

内蔵CD/MDでCD/MDを聞く ● ●

ラジオを聞く ● ● ● ● ● ● ● ●

FM多重を見る ● ● ● ● ● ● ●

マルチCDでCDを聞く ● ● ●

録音する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音を調節する ● ● ● ● ● ● ● ●

音場と音質を調節する ● ● ● ●

便利な機能と初期設定 ● ● ● ●

その他 (付録)● ● ● ● ● ● ● ●

すぐに使いたいときは、
ここをお読みください。 ● ● ● ●

C O N T E N T S
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FM多重を見る

FM多重を見る 44
あとで見直したい画面を

記憶させておく 47
記憶させた画面を見る 47
モードの切り換えかた 48
受信中のFM多重局を記憶させる 49
複数のFM多重局を

自動的に記憶させる 50
記憶させたFM多重局を呼び出す 50
受信状態の良いFM多重局を

自動的に受信させる 51
同じ系列 (番組内容) の

FM多重局を受信する 52
FM放送の番組内容を

FM多重で見る 53

FM多重
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マルチCDでCDを聞く
(別売のマルチCDを組み合わせたときのみ)

50枚型マルチCDプレーヤーの
使用について 54

聞きたいCDを直接選ぶ 54
モードの切り換えかた 55
聞きたい曲やCDをさがす 56
いつもと違う曲順で聞く 57
同じ曲やCDを繰り返し聞く 58
聞きたい曲だけ記憶させておく 59
記憶させた曲だけ再生する 60
記憶させた曲を1曲ずつ記憶から消す 61
記憶させた曲をCDごとに記憶から消す 61
CDのタイトルを記憶させる 62
「CD TEXT」のタイトルや

歌手名を表示させる 64
CDの音質を調整する 66
CD再生を一時停止する 67
タイトルを見て

聞きたいCDをさがす 68
曲名を見て聞きたい曲をさがす 69

録音する

録音する前に 70
内蔵CDからCDを録音する 72
ラジオ/テレビを録音する 74
マルチCD/MDから

CD/MDを録音する 76
マイクから録音する 78
曲を消去する 80

録音

マルチCD
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5
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1
2
3
4
5

6

7

8
9
10

11
12

音を調節する

瞬時に音量を小さくする 82
オーディオ調節モードの切り換えかた82
前後左右の音量バランスを調節する 83
小音量時の音にメリハリをつける 83
騒音に合わせて音量を変える 84
各ソースの音量の違いをそろえる 85

音場と音質を調節する

DSP調節モードの切り換えかた 86
音場の中心で聞く 88
オートイコライザーカーブを呼び出す89
音楽に合った音質を設定する 90
イコライザーカーブを

大まかに調整する 91
イコライザーカーブを

細かく調節する 92
イメージに合った演奏会場を

再現する 94
低音を強調する 95
サブウーファーを使う 96
低い音をスピーカーから

出力させないようにする 98
オートイコライジングを行う前に 100
オートイコライジングを行う 102

DSP調節

音の調節
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ま
す

こ
こ
だ
け
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ば

はじめに ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

内蔵CD/MDでCD/MDを聞く ● ●

ラジオを聞く ● ● ● ● ● ● ● ●

FM多重を見る ● ● ● ● ● ● ●

マルチCDでCDを聞く ● ● ●

録音する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音を調節する ● ● ● ● ● ● ● ●

音場と音質を調節する ● ● ● ●

便利な機能と初期設定 ● ● ● ●

その他 (付録)● ● ● ● ● ● ● ●

すぐに使いたいときは、
ここをお読みください。 ● ● ● ●
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10
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13
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1
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4
5
6

便利な機能と初期設定

交通情報を受信する 104
ディスプレイの表示を切り換える 105
エンタテインメント表示を

切り換える 105
初期設定モードの切り換えかた 106
時計や日付を合わせる 107
RCA外部出力から

出力される信号を選ぶ 108
夜間のディスプレイの

明るさを切り換える 108
外部機器の音声を聞く 109
外部機器の名称を入力する 109
自動的に時刻を補正する 110
FM多重用オートアンテナを

設定する 110
音の歪みを補正する 111
背景のパターンを選ぶ 112
ディスプレイの明るさを調節する 112
携帯電話の

ハンズフリー機能について 113
電話待ち受けについて 113

その他 (付録)

CDの正しい使いかた 114
MDの正しい使いかた 116
保証書とアフターサービス 117
故障かな？と思ったら 118
こんなメッセージが表示されたら 120
おもな仕様 126

その他

便利な機能
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各部のなまえはじめに

1

本体 (クローズ時)

本体 (オープン時)
ANGLE (OPEN) ボタンを2秒以上押すと、フロントパネルが完全に開きます。(☞ はじめにi

14ページ)

CD挿入口

MD挿入口1～3のボタン 4～6のボタン

CD EJECTボタン
イジェクト

MD EJECTボタン
イジェクト

TUNERボタン
チューナー

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

AUDIOボタン
オーディオ

FUNCTIONボタン
ファンクション

Mボタン
FM多重

VOLUME
ボリューム

DSPボタン
ディーエスピー

MDボタン

CDボタン
BANDボタン
バンド

トラフィックインフォメーション
TIボタン

ENTボタン
エンタテインメント

RECボタン
レコーディング

リセットボタンDISPLAYボタン
ディスプレイ

5/∞/2/3
ボタン

チェンジ
CHANGEボタン
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リモコン
各ボタンは、本体の同じなまえのボタンと同じ働きをします。
ATTボタンは、リモコンだけに付いているボタンです。

押すごとにソースが次のように切り
換わります。
内蔵CD→ マルチCD
→ 電源OFF→ 内蔵CDに戻る

ボタン

ボタン

MDボタン

DSPボタン

TUNERボタンCDボタン

AUDIOボタン
オーディオ

VOLUME
ボリューム

押すごとにソースが次のように切り
換わります。
テレビ → ラジオ (FM/AM)
→ 電源OFF→ テレビに戻る

押すごとにソースが次のように切り換
わります。
内蔵 MD→ マルチ MD→ AUX (外部
機器 ) → 電源OFF→ 内蔵MDに戻る

BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

ディーエスピー

チューナー

押すごとにアッテネーターがON/OFF します。
アッテネーターがONのときは、音量が約 1/10 になります。

ATTボタン
アッテネーター

(☞ 音の調節 82ページ )

5/∞

2/3

メ モ
●接続していないソースには切り換わりません。
●CDやMDがセットされていないときは、その
ソースには切り換わりません。

●AUX (外部機器) の設定 (☞ 便利な機能i

109ページ) をONにしないと、AUXには切
り換わりません。
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本機を操作するときに、よく使うボタンなどについての説明です。

本機の操作の基本はじめに

2

便利な機能の操作のしかた

ふだん使う機能は、5/∞/2 /3ボタンおよびBANDボタンで操作します。

ふだん使う機能の操作のしかた

聞いている
ソース

押すボタン

CD、MDを
聞いているとき

2または3ボタン 選曲、早送り/早戻し

5または∞ボタン
再生するディスクの切り換え
(マルチCD、マルチMDを接続して
いる場合のみ)

---------------------------BANDボタン

ラジオ、テレビを聞いているとき

自動選局、手動選局

記憶させた放送局の切り換え

バンド (FM/AM) の切り換え

ふだん使う機能以外は、オペレーションモードを切り換えて操作します。
オペレーションモードには6つのモードがあり、次の手順で操作します。

モード
手　順

ファンクション
モード

それぞれの
z モードにする

FUNCTION
ボタンを
押す。

機能をON/OFFする

c または

項目を選ぶ

5または∞ボタンを押す。

FUNCTIONボタンを押す。

2または3ボタンを押す。

BANDボタンを押す。
それぞれの

v モードを解除する

x 機能を切り換える

詳細設定
モード

FUNCTION
ボタンを
2秒以上
押す。

オーディオ
調節モード

AUDIO
ボタンを
押す。

AUDIOボタン
を押す。

初期設定
モード

電源OFFの
ときに
FUNCTION
ボタンを2
秒以上押す。

DSP調節
モード1、2

DSPボタンを
押す。
または2秒以上
押す。

DSPボタンを
押す。

5/∞/2/3
ボタンを押す。
(選択または調節)
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ファンクションモード ：CD/MDのリピート再生 (☞ CD/MDr 31ページ)

やマルチCDのスキャン再生 (☞ マルチCDr

56ページ) など、それぞれのソースの便利な機
能を操作できます。

詳細設定モード ：CDのタイトル入力 (☞ マルチCD!1 62ページ)

やラジオの放送局名設定 (☞ ラジオi 43ページ)

など、便利な機能の詳細を設定できます。

初期設定モード ：外部機器 (☞ 便利な機能i 109ページ) やディマー
(☞ 便利な機能u 108ページ) などの設定ができます。

オーディオ調節モード ：フェーダー/バランス (☞ 音の調節e 83ページ)

など、音に関する調節ができます。

DSP調節モード1､2 ：グラフィックイコライザー (☞ DSP調節r 90

ページ) などの音場と音質に関する調節ができ
ます。

それぞれのモードで操作できる機能について

操作リファレンス

本機の操作を行っているとき、ディスプレイを見て操作ができるように、
ディスプレイにガイド表示が出ます。

ガイド表示について

表示の例 内　容

5/∞/2 /3ボタンで操作

できます。

5または∞ボタンで機能の

ON/OFFができます。

2または3ボタンで項目を選

ぶことができます。

モード設定中の表示例 内　容

ON/OFF

を表します。

入力中

を表します。

記憶中

を表します。

消去中/削除中

を表します。



は
じ
め
に

12

操作リファレンス (つづき)

本機の操作の基本 (つづき）はじめに

2

ディスプレイ表示について

LOUD PM MS

STUDIO

CD-TEXT CMPDBE

JAZZ

AM
VOL

OCTAVER

CLUB DOME

STADIUM

ROCK HIPHOP FLAT

HALL POPS CUSTOMTECHNO

1 4 5 6 4 5 61 2 32 3

1 2 AUTO EQ

SW

SFC E Q

FM MULTI MPX AF REC TOCWRITE

グラフィックイコライザーモード表示
(☞ DSP調節  90 ページ )
グラフィックイコライザーモードのとき、“ROCK、POPS、
HIPHOP、TECHNO、FLAT、CUSTOM”の中から選んだ
イコライザーカーブが表示されます。1～6の番号は、1～6
のボタンに対応しています。

OCTAVER モードのとき、“ OCTAVER1、2”の中から選
んだ音場プログラムが表示されます。1、2 の番号は、1 お
よび 2のボタンに対応しています。

OCTAVERモード表示 (☞ DSP調節 95ページ )
オクターバー

ステレオマーク
ステレオ放送を受信すると“ ”が表示されます。

時計表示

COMP/DBE表示
(☞ CD / MD 33ページ、
　 マルチCD 66ページ )
COMP1またはCOMP2を選ぶと
“CMP”が表示されます。
DBE1 またはDBE2 を選ぶと
“DBE”が表示されます。

CD TEXT表示
(☞はじめに )
CD TEXT 再生中に表示されます。

オートイコライジング (AUTO EQ)
表示 (☞ DSP調節 102ページ )
オートイコライザーがONのときに
表示されます。

ポジションマーク
(☞ DSP調節 88ページ )
リスニングポジションセレクター
の設定状況が表示されます。

音量表示
現在の音量が
表示されます。

サブウーファー表示
(☞ DSP調節 96ページ )
サブウーファーがONのとき
に表示されます。

ラウドネス表示
(☞音の調節 83ページ )
ラウドネスがONのときに
表示されます。

録音に関する表示については
(☞録音 71ページ )

FM多重を受信しているときに表示されます。
FM MULTI表示
FM多重

MPX表示 (☞ここだけで  24  ページ )
FM多重操作モードのとき表示されます。
AF表示 (☞ FM多重  52 ページ )
FM多重のAF機能が可能なときに表示されます。

SFCモードのとき、“STUDIO、JAZZ、CLUB、HALL、
DOME、STADIUM”の中から選んだ音場プログラムが表示
されます。1～6の番号は、1～6のボタンに対応しています。

SFCモード表示 (☞ DSP調節   94  ページ  )
サウンドフィールドコントロール

音声多重放送を受信すると“　”が表示されます。受信している音声が、主音声だけ
のときは“ ”が、副音声だけのときは“ ”が、主音声と副音声のときは“ ”が
表示されます。

音声多重放送 (2ヵ国語放送) マーク (パイオニア製の 7.0型ワイドAVシステムTV
(「AVX-P777」など) と組み合わせたときの表示です。)
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付属のリモコンを使うための準備です。

リモコンの準備はじめに

3

バッテリー上がりを防ぐためのご注意
本機をお使いになるときは、必ず車のエンジ
ンをかけてください。
また、本機が電源OFFのときでも、車のエン
ジンを止めた状態で、長時間、車のエンジン
スイッチをON (またはACC) にしないでくださ
い。バッテリーが上がる恐れがあります。

バッテリー上がりを
防ぐために

はじめに

4

リモコンに電池を入れる
裏ブタを開けて、単4形乾電池 (R03) 2本を
セットします。

リモコンの操作可能範囲が狭くなったとき
は、新しい電池と交換してください。

リモコンの取り扱い上のご注意
●リモコンを直射日光の当たるところに長時間放
置すると、高温により変形・変色したり、故障
する恐れがあります。使用しないときは、直射
日光の当たらないところに保管してください。

●本体に直射日光が当たっていると、リモコンの操
作ができないときがあります。このようなときは、
本体にリモコンを近づけて操作してください。

●乾電池は、充電しないでください。
●リモコンを長い間使わないときは、電池を取り
出してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部についた
液をよくふき取ってから、新しい電池と入れ換
えてください。

●不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自
治体の指示 (条例) に従って処理してください。

メモ
●誤ってリモコンのBANDボタンを押しながら
FUNCTIONボタンを押してしまうと、ATTボタ
ン、DSPボタン、VOLUMEが働かなくなります。
この場合、リモコンのBANDボタンを押しながら
AUDIOボタンを押すと、元に戻ります。

FM多重について

FM多重 (FM文字多重放送) について

FM多重にはFM文字多重放送の他にもいく
つかのサービスがあります。本機はFM文字
多重放送に対応しており、その他のサービ
スには対応していません。FM文字多重放送
以外のサービスを受信したときは、“データ
が受信できません”、“このページは表示でき
ません”などと表示されます。そのようなと
きは、他のFM多重局を選局 (☞FM多重q

44ページ)してみてください。

はじめに

6

「CD TEXT」
について

「CD TEXT」について

「CD TEXT」とは、CDのタイトル/歌手名/
曲名などの文字情報が収録されたCDです。
ディスクタイトル面に下記マークのついてい
るCDは、「CD TEXT」です。(下記マークが
付いていない「CD TEXT」もあります。)

はじめに

5

長時間録音されたMD
の再生について

はじめに

7

MDLPについて

MDLPとは、今までお使いになっているMD
で、従来の録音できる時間より長く (2倍、4
倍の時間) 録音することができる圧縮方式です。

本機は、MDLPに対応しています。長時間
録音されているMDも再生することができま
す。本機とMDLPに対応していない製品
(MD-P100—など) を組み合わせた場合、そ
の製品では長時間録音されているMDを再生
することができません。

ご注意
本機は、MDLPの再生にのみ対応しています。
長時間録音することはできません。
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チェンジ
CHANGEボタン

ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

DISPLAYボタン
ディスプレイ

フロントパネルの
角度を調節する

ANGLE (OPEN/CLOSE) ボタンを押す
OPEN ：ボタンを押すごとにフロントパネ

ルが傾きます。2秒以上押すと、
全開します。

CLOSE：ボタンを押すごとにフロントパネ
ルが立ち上がります。2秒以上押
すと、完全に閉まります。

ご注意
● 角度の調節は、手動で行わないでください。フ
ロントパネルに強い力が加わると、故障するこ
とがあります。

● CDやMDを挿入口に差したしたままにしない
でください。フロントパネルを閉められなくな
ります。

メモ
●フロントパネルの角度は、12段階に調節すること
ができます。

●ANGLEボタンを押してCD EJECT 位置に調節す
ると、CD挿入口にライトがつきます。レンタル録
音 (☞ 録音w 72ページ) するときは、この位置に
調節しておくと便利です。

●車のACC (アクセサリー) 電源をOFFにすると、約
6秒後にフロントパネルが閉まります。もう一度
ONにすると、元の位置に戻ります。(ただし、安
全のために、全開位置には戻りません。)

●リモコンの取付位置によっては、フロントパネル
の角度調節を行うとリモコンでの操作が効かなくな
ることがあります。このようなときは、リモコン
を本機に近づけて操作してください。

1

角度調節

フロントパネルの角度を調節する

フロントパネルの角度を調節して、ディスプレイを見やすくしたり、操作をしやすくすることが
できます。

はじめに

8

注意

注意

●フロントパネルの開閉動
作中は、指などを挟まな
いようにご注意ください。

●フロントパネルを全開にし
たまま、走行しないでく
ださい。急ブレーキ時に
フロントパネルに体が当
たったりして、思わぬケ
ガをする恐れがあります。
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リセット

本機のリセットに
ついて

本機を初期状態に戻すことができます。

リセットボタンについて

リセットボタンを押すと、本機のマイコンが
初期状態 (ご購入直後の状態) に戻ります。
次のようなときに、リセットボタンを押して
ください。

●接続が終わった後。

●本機が正しく動作しないとき。

●ディスプレイが正しく表示されないとき。

リセットボタンを押すと、本機の記憶 (時計や
ラジオのプリセットなど) が消去されます。
もう一度、セットしなおしてください。

ご注意
本機をリセットする前に、フロントパネルを完全
に閉めておいてください。(CDやMDを挿入口に
差したままにしないでください。)

本機をリセットする

ペン先などでリセットボタンを押す

メモ
●フロントパネルを開けたままリセットすると、自
動的にフロントパネルが閉まります。

リセットボタン

1

はじめに

11
本機には、リバースモードとフィーチャー
デモの2つのデモモードがあります。

デモモードについてはじめに

9

リバースモードについて

リバースモードは、各ソースを聞いていると
きに約30秒間操作しないと画面が自動的に
反転する機能です。反転は、10秒間隔で行
われます。
リバースモードを解除したいときは、車のイ
グニッションスイッチがON (またはACC) の
ときに本機の電源をOFFにしてCHANGE
ボタンを押してください。もう一度押すと、
リバースモードが ON になります。

フィーチャーデモについて

フィーチャーデモは、本機が電源OFFのと
きに、各ソースや本機の機能を表示して紹
介する機能です。

フィーチャーデモを解除したいときは、フィー
チャーデモが表示されているときにDISPLAY
ボタンを押してください。もう一度押すと、デ
モが始まります。
車のエンジンを止めた状態で、フィーチャー
デモを長時間表示すると、バッテリー上がり
の原因になります。

メモ
●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常に車のバッ
テリーから電源が供給される電源回路には接続しな
いでください。車のイグニッションスイッチと本
機の電源をOFFにしても、フィーチャーデモが表
示され、バッテリー上がりの原因になります。

ミュート

ミュート機能
について

ミュート機能のある製品 (パイオニア製
ナビゲーションシステム「AVIC-DR2000」
など) と本機を組み合わせると、その製品から
ミュート信号を受け取っているときだけ、
ミュート機能が働きます。ミュート機能が働
いているときの音量は“0”になります。

ミュート機能が解除されると、自動的に、も
との音量に戻ります。

はじめに

10
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聞きたいソース (音源) に切り換えることができます。

聞きたいソース (音源) を選ぶここだけで

1

ソースを切り換える1
CDボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。

内蔵CD
↓

マルチCD (別売)
↓

電話待ち受け ※1

↓
電源OFF
↓

内蔵CDに戻る

TUNERボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。

テレビ (別売)
↓

ラジオ (FM/AM)
↓

電話待ち受け ※1

↓
電源OFF
↓

テレビ (別売)に戻る

MDボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。

内蔵MD
↓

マルチMD (別売)
↓

External1
(エクスターナルユニット) (別売) ※2

↓
External2 
(エクスターナルユニット) (別売) ※2

↓
AUX (外部機器) (別売) ※3

↓
電話待ち受け ※1

↓
電源OFF
↓

内蔵MDに戻る
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ソース切り換え

テレビ、マルチMDを接続
したときは

操作のしかたは、それぞれの取扱説明書
をご覧ください。

組み合わせ例

ソース 製品の型番
テレビ 「AVX-P777」
マルチMD 「MD-P100—」

上記の製品の取扱説明書では、本機以外
の製品を例にして、操作説明が行われて
いる場合があります。その製品と対応し
ているボタンで操作を行ってください。
また、本機はマルチMDでCOMP機能を
使うことができます。COMP機能につい
ては、内蔵CD/MDを参照してください。
(☞CD/MDu 33ページ)

MDボタンCDボタン TUNERボタン
チューナー

●接続していないソースには切り換わりません。
●CDやMDがセットされていないときは、その
ソースには切り換わりません。

●本機の青リード線（オートアンテナ）に車側の
オートアンテナのコントロール端子を接続してい
る場合、ソースをラジオにするか、FM多重を見る
と、車に装備されているオートアンテナがのびま
す。また、FM多重用オートアンテナの設定 (☞
便利な機能!1 110ページ) をONにした場合は、電
源をONにするとオートアンテナがのびます。

※1 電話待ち受けの設定 (☞便利な機能!6 113ページ)
をONにしないと、電話待ち受けには切り換わりま
せん。

※2 External (エクスターナルユニット) とは、本機
がソースとして対応していないパイオニア製品
(将来発売される製品など) の基本的な機能をコン
トロールできるように用意している特別なソース
です。本機では、2台のExternal (エクスターナ
ルユニット) をコントロールすることができます
が、External1、External2のどちらに切り換えて
も“External”が表示されます。2台のExternal
(エクスターナルユニット)を接続した場合、本機
によって、External1、External2が自動的に設定
されます。

※3AUX (外部機器) の設定 (☞便利な機能i 109
ページ) をONにしないと、AUXには切り換わり
ません。

メ モ



CDを
再生する1

CD EJECTボタンを押して、フロン
トパネルを開ける

↓

タイトル面を上にして、CD挿入口に
差し込む

自動的にフロントパネルが閉まり、CDの
再生が始まります。

ご注意
CDシングル (8cm CD) もアダプターなしで
セットできます。アダプターは絶対に使用しな
いでください。

●「CD TEXT」を再生する場合は、CDを
セットしたときや、他のソースから内蔵
CDに切り換えたときなどに、ディスク
タイトルおよび曲名を自動的に1回スク
ロール表示します。

ここだけの操作で、内蔵のCDプレーヤーでCDを聞くことができます。

CDのふだんの操作　● CDを再生する　● 曲を選ぶ　　　　　　　　

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)2

2または3ボタンを押す

3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け
聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

●「CD TEXT」を再生している場合は、
曲を選んだときに、曲名を自動的に1回
スクロール表示します。ただし、今聞い
ている曲の頭出しをしたときには、表示
しません。

ここだけで

2
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注意

注意

●フロントパネルの開閉動
作中は、指などを挟まな
いようにご注意ください。
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音量を
調節する3

VOLUMEを回す
右に回す：大きくするとき
左に回す：小さくするとき

音量は0～40の範囲で調節できます。

●約4秒間、ディスプレイに音量が表示さ
れます。

トラックサーチ / 早送り/早戻し / 音量調節

　　　　● 早送り/早戻しをする　● 音量を調節する　● CDを取り出す

CDを取り出して
CD再生をやめる4

CD EJECTボタンを押す
フロントパネルが開き、CDが出てきて、
電源がOFFになります。

●出てきたCDはすぐに取り出して、保管
してください。

↓

もう一度CD EJECTボタンを押し
て、フロントパネルを閉める
フロントパネルが閉まります。

19
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メ モ
●CD挿入口には、CD以外のものを絶対に入れな
いでください。故障の原因となります。

●CDをセットしたまま電源をOFFにしたり、他の
ソース (ラジオやMDなど) に切り換えることも
できます。 (☞ ここだけでq 16ページ)

●タイトル (☞ CD/MD!0 37ページ) が入力され
ていないCDを再生すると、“No Title”が表示さ
れます。

2/3ボタン

CD EJECTボタン
イジェクト

VOLUME
ボリューム



MDを
再生する1

MD EJECTボタンを押して、フロン
トパネルを開ける

↓

ラベル面を上にして、MD挿入口に差
し込む

確認
MDのシャッターが閉まっていることを確認して
から差し込んでください。

↓

自動的にフロントパネルが閉まり、MDの
再生が始まります。
●MDをセットしたときや、他のソースか
ら内蔵MDに切り換えたときなどに、
ディスクタイトルおよび曲名を自動的に
1回スクロール表示します。

矢印の向きに差し込みます。

シャッター

ここだけの操作で、内蔵のMDプレーヤーでMDを聞くことができます。

MDのふだんの操作　●MDを再生する　● 曲を選ぶ　　　　　　　　

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)2

2または3ボタンを押す

3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け
聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

●曲を選んだときに、曲名を自動的に1回
スクロール表示します。ただし、今聞い
ている曲の頭出しをしたときには、表示
しません。

ここだけで

3
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注意

注意

●フロントパネルの開閉動
作中は、指などを挟まな
いようにご注意ください。

●フロントパネルを全開にし
たまま、走行しないでく
ださい。急ブレーキ時に
フロントパネルに体が当
たったりして、思わぬケ
ガをする恐れがあります。

本機では、内蔵CD、ラジオ、マルチCD
などからMDに録音することができます。
録音のしかたについては (☞ 録音q～t

70～79ページ)



音量を
調節する3

VOLUMEを回す
右に回す：大きくするとき
左に回す：小さくするとき

音量は0～40の範囲で調節できます。

●約4秒間、ディスプレイに音量が表示さ
れます。

トラックサーチ / 早送り/早戻し / 音量調節

　　　　● 早送り/早戻しをする　● 音量を調節する　● MDを取り出す

MDを取り出して
MD再生をやめる4

MD EJECTボタンを押す
フロントパネルが開き、MDが出てきて、
電源がOFFになります。

●出てきたMDはすぐに取り出して、保管
してください。

↓

もう一度MD EJECTボタンを押し
て、フロントパネルを閉める
フロントパネルが閉まります。

メ モ
●MD挿入口には、MD以外のものを絶対に入れな
いでください。故障の原因となります。

●MDをセットしたまま電源をOFFにしたり、他
のソース (ラジオやCDなど) に切り換えることも
できます。 (☞ ここだけでq 16ページ)

●タイトル (☞ CD/MDi 34ページ) が入力され
ていないMDを再生すると、“No Title”が表示
されます。

2/3ボタン

MD EJECTボタン
イジェクト

VOLUME
ボリューム

21
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ソースを
ラジオにする1

TUNERボタンを押して選ぶ

ラジオを受信します。

ここだけの操作で、ラジオを聞くことができます。

バンドを
選ぶ2

BANDボタンを押す

ボタンを押すごとに、次のようにバンドが
切り換わります。

FM -1→FM - 2→AM -1→AM - 2
↑

●バンドごとに放送局を6局ずつ記憶でき
ます。(☞ ラジオqt 38、41ページ)

●バンド1とバンド2を切り換えて使うこ
とでより多くの放送局を記憶できます。
例えば、バンド1にはふだんよく聞く放
送局を記憶させておきます。旅行先な
ど、どんな放送局があるのか知らない地
域に行ったときに、バンド2に切り換え
てBSMを使うと、バンド1に記憶させ
た放送局はそのままお使いになれます。

ラジオのふだんの操作　●バンドを選ぶ　● 放送局を選ぶ　　　　　ここだけで

4
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放送局を
選局する3

2または3ボタンを押す

3：高い周波数の放送局を選局するとき
2：低い周波数の放送局を選局するとき

受信周波数 放送局名 受信状況

選局方法の使い分け
手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

●0.5秒以上押し続けている間、途中の放
送局をとばすことができます。ボタンを
離したところから自動選局を開始します。

●電波の強い放送局を選局するには、自動
選局を、電波の弱い放送局を選局する
には、手動選局をおすすめします。

●本機はあらかじめ放送局名を記憶してい
ます。ディスプレイに表示されている放
送局名と受信している放送局名が異なる
ときは、受信している放送局名に変更す
ることができます。(☞ ラジオi 43ページ)

バンド切り換え / 選局 / 音量調節

　　　　　● 音量を調節する

ラジオの
受信をやめる5

他のソースに切り換えるか、電源OFF
にする (☞ ここだけでq 16ページ)

2/3ボタン

VOLUME
ボリューム

TUNERボタン
チューナー

BANDボタン
バンド

音量を
調節する4

VOLUMEを回す
右に回す：大きくするとき
左に回す：小さくするとき

音量は0～40の範囲で調節できます。

●約4秒間、ディスプレイに音量が表示さ
れます。



こ
こ
だ
け
読
め
ば

す
ぐ
使
え
ま
す

24

●電波の受信状態やデータ量によっては、表示さ
れるまでに時間がかかることがあります。

●受信電波が弱い場合は、“データが受信できませ
ん”とメッセージが表示されたり、ページが正し
く表示されないことがあります。受信状態の良
い場所に移動するか、他のFM多重局を選局して
みてください。

●FM多重操作モードのときは、他のソースの操作
はできません。

●電話待ち受けのときは、FM多重操作モードに切
り換わりません。

●録音待機中および録音中は、FM多重操作モード
に切り換わりません。

聞きたいソース
にする1

CDボタン、MDボタンまたは
TUNERボタンを押して選ぶ

●AM放送と交通情報以外のソースを選ん
でください。

本機では、CDやMDなど他のソース (ラジオのAM放送と交通情報を除く) を聞きながらFM多
重を見ることができます。

FM多重操作モード
にする2

Mボタンを押す

↓

■見たいFM多重局をすでに選局して
いるとき
(前回聞いたラジオ放送局がFM多重局の
ときなど。) 

目次 (一番最初のページ) が表示され
ます。

■FM多重局を選局していないとき
(FM多重の文字情報を受信できな
いとき)
FUNCTIONボタンを押してFM多重局選
択モードにして、見たいFM多重局を選
んでください。(☞ FM多重q 44ページ)

FM多重のふだんの操作　● FM多重を見るここだけで

5

メ モ

禁止

●走行中は、運転者はFM多重
を見たり、操作したりしない
でください。前方不注意によ
る事故の原因になります。

警告
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MDボタンCDボタン TUNERボタン
チューナー

FUNCTIONボタン
ファンクション

Mボタン
FM多重

BANDボタン
バンド

FM多重の番組を
見る3

(☞ FM多重q 44ページ)

緊急放送について

大きな地震、台風、火災など、天災が発生したと
き、特別な識別コードを持った緊急情報が放送
されることがあります。

FM多重局を受信しているとき、緊急放送を受信
すると自動的にFM多重操作モードになり、緊急
情報が表示されます。

また、緊急放送中はハンズフリー機能は使用で
きません。

FM多重操作モードを
解除する4

MボタンまたはBANDボタンを押す

今聞いているソースの表示に戻ります。
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●タイトル (☞ マルチCD!1 62ページ) が入力され
ていないCDを再生すると、“No Title”が表示さ
れます。

●マルチCDが準備動作 (CDの有無の確認やCDの
情報の読み込みなど) をしている場合があります。
このとき、ソースをマルチCDに切り換えると
“Ready”が表示されます。
●マルチCD再生中にマルチCDからマガジンを取
り出すと、“No Mag.”が表示されます。

ソースを
マルチCDにする1

CDボタンを押して選ぶ
マルチCDの再生が始まります。

●「CD TEXT」に対応しているマルチCD
プレーヤー (「CDX-P670」など) に
「CD TEXT」をセットしたときは、他の
ソースからマルチCDに切り換えたとき
やCDを選んだときに、ディスクタイト
ルおよび曲名を自動的に1回スクロール
表示します。

ここだけの操作で、別売のマルチCDプレーヤーでCDを聞くことができます。

聞きたいCDを
選ぶ2

5または∞ボタンを押す

5：次のCDを選ぶとき
∞：前のCDを選ぶとき

CD番号

マルチCDのふだんの操作　● CDを選ぶ　● 曲を選ぶ　　　　　ここだけで

6

メ モ

こ
こ
だ
け
読
め
ば

す
ぐ
使
え
ま
す
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ディスクサーチ / トラックサーチ / 早送り/早戻し / 音量調節

　　　　　　● 早送り/早戻しをする　● 音量を調節する

マルチCD再生を
やめる5

他のソースに切り換えるか、電源OFF
にする (☞ ここだけでq 16ページ)

VOLUME
ボリューム

CDボタン

5/∞/2/3ボタン

音量を
調節する4

VOLUMEを回す
右に回す：大きくするとき
左に回す：小さくするとき

音量は0～40の範囲で調節できます。

●約4秒間、ディスプレイに音量が表示さ
れます。

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)3

2または3ボタンを押す

3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け
聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

●「CD TEXT」に対応しているマルチCD
プレーヤー (「CDX-P670」など) に「CD
TEXT」をセットしたときは、曲を選んだ
ときに、曲名を自動的に1回スクロール
表示します。ただし、今聞いている曲の
頭出しをしたときには、表示しません。
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン

ファンクションモードを
切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

リピートプレイ設定モード
(☞ CD/MDr 31ページ)

↓
トラックリストモード※1

(☞ CD/MDy 32ページ)

↓
ランダムプレイ設定モード
(☞ CD/MDt 31ページ)

↓
スキャンプレイ設定モード
(☞ CD/MDe 30ページ)

↓
ポーズ設定モード
(☞ CD/MDw)

↓
コンプレッション設定モード
(☞ CD/MDu 33ページ)

↓
リピートプレイ設定モードに戻る

1

モードの切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うときは、モードを切り換えて操作します。

CD/MD

1

ファンクションモードの切り換え メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。
(約30秒間、何も操作しなかったときも、自動的
に解除されます。)

※1ソースが内蔵CDのときは、トラックリストモード
には切り換わりません。 (ただし、｢CD TEXT」
(☞ はじめにt 13ページ) を再生しているときは、
切り換えることができます。)
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詳細設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押す

詳細設定モードにする

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ディスクタイトル入力モード
(☞ CD/MDi!0 34、37ページ)

↓
トラックタイトル入力モード ※2

(☞ CD/MDi 35ページ)

↓
ディスクタイトル入力モードに戻る

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

●ソースが内蔵MDのときに、MDの誤消去防止つま
み (☞ 録音q 70ページ) が開いていると、詳細
設定モードに切り換わりません。

●｢CD TEXT」を再生しているときは、詳細設定
モードに切り換わりません。(｢CD TEXT」にあらか
じめ収録されているタイトルは変更できません。)

※2ソースが内蔵CDのときは、トラックタイトル入力
モードには切り換わりません。

2

1

詳細設定モードの切り換え

ポーズ

CD、MD再生を
一時停止する

CD/MD

2
CDやMDの再生を一時停止することができ
ます。

ポーズ設定モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq)

MDやCDの再生を
一時停止する

5ボタンを押す (∞ボタンで再生)

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

一時停止中に表示されます。

2

1

(つづき)
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スキャン再生

聞きたい曲をさがす

曲の始めの部分だけを、約10秒間ずつ次々に聞くことができます。

スキャンプレイ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 28ページ)

スキャン再生を始める

5ボタンを押す

曲の始めの約10秒間が次々に再生されます。

↓

スキャン再生を始めて約30秒たつと、自動
的にファンクションモードが解除されます。

スキャン再生中に表示されます。

聞きたい曲が再生されたら
スキャン再生をOFFにする

確認
ファンクションモードが解除されていたら、手順
1の操作を行ってもう一度スキャンプレイ設定
モードにしてから、スキャン再生をOFFにしてく
ださい。

スキャンプレイ設定モードのときに
∞ボタンを押す

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●スキャン再生を始めた曲まで戻るとスキャン再生は
解除されます。

3

2

1

BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン

CD/MD

3
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リピートプレイ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 28ページ)

トラックリピート再生を
ONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

今聞いている曲を繰り返し再生します。

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

リピート再生中に表示されます。

2

1

トラックリピート再生

同じ曲を繰り返し
聞く

今聞いている曲を繰り返し聞くことができます。
ランダム再生

いつもと違う曲順で
聞く

選曲を内蔵MD/CDにまかせて、いつもと違う
曲順 (ランダム) で再生することができます。

ランダムプレイ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 28ページ)

ランダム再生をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

次の曲から、ランダムに選曲します。
↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

ランダム再生中に表示されます。

2

1

CD/MD

4
CD/MD

5
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

トラックリスト

曲名を見て聞きたい曲をさがす

曲名の一覧 (トラックリスト)を見ながら、聞きたい曲を選ぶことができます。

トラックリストモードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 28ページ)

聞きたい曲を選ぶ

2または3ボタンを押す

3：次の曲のタイトルを選ぶとき
2：前の曲のタイトルを選ぶとき

今聞いている曲の
番号の下に、“_”が
表示されます。

選んだ曲のタイトルが
反転表示されます。

7曲目以降の曲を選ぶときは、2または3

ボタンを押してディスプレイをスクロールさ
せることで、次の6曲 (7～12曲目) を表示さ
せることができます。

選んだ曲を再生する

5ボタンを押す

選んだ曲の番号の下に“_”が移動して、そ
の曲が再生されます。

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●タイトルの前の番号は、1～6ボタンに対応してい
ます。1～6ボタンを直接押して、聞きたい曲を選
ぶこともできます。(7～12曲目が表示されている
ときも、1～6ボタンに対応しています。)

●曲名が記憶されていないときは、“No Title”が表
示されます。

3

2

1

CD/MD

6

チェック ◆ 内蔵MDのとき、または内蔵CDで「CD TEXT」を再生しているときの機能です。
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COMP / DBE

CD、MDの音質を調節する

大きな音と小さな音の音量差を小さくしたり、低音域を押し上げたりすることができます。

COMPについて

COMPとは、COMPression (コンプレッ
ション) の略です。COMPは、大きな音を抑
え、小さな音を押し上げて、大きな音と小さ
な音の音量差を小さくする機能です。この
機能は、小さな音が聞きとりにくいようなと
きにお使いになると便利です。

DBEについて

DBEとは、Dynamic Bass Emphasis (ダイ
ナミック バス エンファシス) の略です。DBE
は、車内で不足しがちな低音域を押し上げ
る機能です。

コンプレッション設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 28ページ)

現在のCOMP/DBEの状態が表示されます。

機能を選ぶ

5または∞ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

COMP OFF

↓

COMP 1 (コンプレッション1)

↓
COMP 2 (コンプレッション2)
↓

COMP OFF
↓

DBE 1

↓

DBE 2

↓

COMP OFFに戻る
↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●COMP、DBEともに1より2の方が効果が大きく
なります。

2

1

CD/MD

7
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FUNCTIONボタン
ファンクション

5/2/3ボタン

MDのタイトル入力について

タイトル入力は、MDのディスクタイトルお
よびトラックタイトルを入力して記憶させて
おき、ディスプレイに表示させる機能です。

MDにトラックタイトルをつけるとトラック
リスト (☞ CD/MDy 32ページ) で聞きたい曲
をさがすこともできます。
●タイトルはカナ、アルファベットなど半角
で20文字まで入力できます。漢字やひら
がなの入力はできません。

●再生専用MDには、タイトル入力できません。

●誤消去防止つまみ (☞ 録音q 70ページ) を
開いているMDには、タイトル入力できま
せん。

●ありえない濁点および半濁点は、タイトル
を記憶したときに、自動的に削除されます。

●すでに入力されているタイトルが21文字以
上あるときに、本機で入力すると、21文字
目以降は削除されてしまいます。

●ブランクディスク (曲が録音されていない
MD) にはタイトル入力できません。

●すでに漢字やひらがなが入力されている
ディスクには、タイトル入力することは
できますが、入力したカナやアルファ
ベットは表示しません。漢字、ひらがな
のみ表示します。

ディスクタイトルを入力するとき

タイトル入力

MDのタイトルを記憶させる

MDのタイトルを表示 (☞ 内蔵CD/MDo 36ページ) させるために、あらかじめタイトルを入力して
記憶させておきます。

CD/MD

8

チェック ◆ 内蔵MDの機能です。

タイトルを入力したいMDを
再生する

(☞ ここだけでe 20ページ)

ディスクタイトル入力モード
にする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 29ページ)

ディスクタイトルを
入力する

CDタイトル入力 (☞ マルチCD!1 62ページ) の
手順3～5を参照し、同様の操作でMDのタイト
ルを入力してください。

3

2

1
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タイトル入力 (つづき)

トラックタイトルを入力するとき

タイトルを入力したいMDを
再生する

(☞ ここだけでe 20ページ)

トラックタイトル入力モード
にする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ CD/MDq 29ページ)

タイトルを入力したい曲
を選ぶ

2または3ボタンを押す

3：次の曲を選ぶとき
2：前の曲を選ぶとき

選んだ曲番号が表示されます。

トラックタイトルを
入力する

5ボタンを押す

トラックタイトル入力画面になります。
CDタイトル入力 (☞ マルチCD!1 62ページ) の
手順3～5を参照し、同様の操作でMDのタ
イトルを入力してください。

メモ
●トラックタイトル入力中に次の曲になっても、入
力中のトラックタイトルは手順3、4で選んだ曲に
記憶されます。

4

3

2

1
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DISPLAYボタン
ディスプレイ

タイトル表示 / タイトルスクロール

MDのタイトルを表示させる

ディスクタイトルやトラックタイトルを表示させることができます。一度に半角で20文字、全角
で10文字まで表示することができます。また、隠れている文字も順に表示させることができます。

タイトル表示について

●本機はカナやアルファベットなどの表示だ
けでなく、ひらがなや漢字などの表示に
も対応しています。MDに漢字などの文字
情報が収録されている場合でも、本機で
はそのまま表示することができます。

●表示をディスクタイトルおよびトラックタ
イトルに切り換えたときに、自動的に1回
スクロール表示します。

●本機では、MDの録音方法に関わらずト
ラックタイトル先頭の「LP:」を表示しま
せん。(☞ はじめにu 13ページ)
（長時間録音されたトラックタイトルの先
頭には、「LP:」があらかじめ入力されて
いる場合があります。）

●本機は、MDのグループ機能に対応してい
ません。グループ登録されたMDを再生す
ると、ディスクタイトルはグループ名な
どを含めた状態で表示されます。

CD/MD

9

表示切り換え

チェック ◆ 内蔵MDの機能です。

表示を切り換える

DISPLAYボタンを押す

ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ディスクタイトル (DISC TITLE)
↓

トラックタイトル (TRACK TITLE)
↓

ディスクタイトルに戻る

再生中のMDに収録されているタイトルが表
示されます。

メモ
●ディスクタイトルやトラックタイトルが入力されて
いない場合は、ディスクタイトル表示・トラック
タイトル表示ともに“ No Title”が表示されます。

1
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隠れているタイトルを表示する

隠れているタイトルを表示する

DISPLAYボタンを2秒以上押す

隠れている文字が順番に表示されます。

1

タイトル表示 / タイトルスクロール (つづき) ディスクタイトル表示

CDのタイトルを
表示させる

CDのタイトルを表示させるために、あらか
じめタイトルを入力して記憶させておきます。

タイトル表示は、CDのタイトルを入力して
記憶させておき、ディスプレイに表示させる
機能です。タイトルを入力しておくと、CD再
生時に入力したタイトルが表示されます。

タイトルの記憶のしかたは、マルチCDと同
じです。(☞ マルチCD!1 62ページ)

●タイトルは10文字まで入力できます。

●内蔵CDのタイトルは、48枚分の記憶が
できます。

●48枚を超えたときは、いちばん古いCD
の記憶が消されて、新しいCDが記憶され
ます。

●タイトルを記憶させたCDをマルチCDに
セットしたときは、ディスプレイにタイ
トルを表示させることができます。

●マルチCDを組み合わせると、最大100枚
分のタイトルを記憶することができます。

「CD TEXT」を再生したときのタイトルの
表示のしかたは、マルチCDと同じです。
(☞ マルチCD!2 64ページ)

メモ
●タイトルが入力されていないCDを挿入すると、
“No Title”が表示されます。

CD/MD

10

チェック ◆ 内蔵CDの機能です。

タイトル表示について
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

DISPLAYボタン
ディスプレイ

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

1～6のボタンに、お好みの放送局を、1局ずつ手動で記憶させることができます。

記憶させるバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけでr 22ページ)

記憶させたい放送局を
選局する

2または3ボタンを押す
(☞ ここだけでr 23ページ)

記憶させる

1～6のボタンの1つを2秒以上押す

押したボタンの番号 (記憶番号) が点滅します。
↓

記憶が終わると点滅が終わり、押したボタ
ンに受信中の放送局が記憶されます。

メモ
●記憶させた放送局を呼び出すには (☞ ラジオw)

3

2

1

プリセットメモリー

放送局を1局ずつ記憶させるラジオ

1
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記憶させた放送局は、簡単に呼び出すこと
ができます。

記憶させたバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけでr 22ページ)

記憶させた放送局を呼び出す

■記憶させた放送局を直接呼び出す

1～6のボタンの1つを押す

■記憶させた放送局を順番に呼び出す

5または∞ボタンを押す
5：次の記憶番号の放送局を呼び出すとき
∞：前の記憶番号の放送局を呼び出すとき

受信中の記憶番号

2

1

プリセットチューニング

記憶させた放送局を
呼び出す

ラジオ

2

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。

FM多重局 (☞ はじめにy 13ページ) を受信
しているときは、FM多重局名を表示するこ
とができます。

表示を切り換える

DISPLAYボタンを押す
ボタンを押すごとに表示が切り換わります。

例) 放送局名表示

表示は次のように切り換わります。

放送局名表示

↓
FM多重局名表示 ※1

↓

放送局名表示に戻る

メモ
※1FM多重局名表示は、受信しているFM放送局に
よっては、何も表示されない場合があります。

1

表示切り換え

表示を切り換えるラジオ

3
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン

モードの切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うときは、モードを切り換えて操作します。

ファンクションモードの切り換え

ファンクションモードにする

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

BSM設定モード
(☞ ラジオt)

↓
ステーションリストモード
(☞ ラジオu 42ページ)

↓
BSM設定モードに戻る

メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。
(約30秒間、何も操作しなかったときも、自動的
に解除されます。)

1

ラジオ

4

詳細設定モードの切り換え

詳細設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押す

詳細設定モードを切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

放送局名設定モード
(☞ ラジオi 43ページ)

↓
ダイバーシティ設定モード
(☞ ラジオy)

↓
放送局名設定モードに戻る

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

2

1
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FMダイバーシティをお使いのときは、ダイバー
シティの設定をONにします。

FMダイバーシティについて

FMダイバーシティは、FM放送を2つのア
ンテナで受信するものです。ダイバーシティ
をONにすると、メイン用アンテナの受信感
度が悪いときは、自動的にサブ用アンテナに
切り換えて受信します。

FM放送を1つのアンテナで受信するときは、
ダイバーシティをOFFにしてください。ON
にすると、感度が悪くなったり、雑音が増加
したりすることがあります。

ダイバーシティ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ ラジオr)

ダイバーシティの設定を
ONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

2

1

FMダイバーシティ

2つのアンテナで
FM放送を受信する

ラジオ

6
BSM

複数の放送局を
自動的に記憶させる

受信状態の良い放送局をさがして、自動的に
1～6のボタンに記憶させることができます。

記憶させるバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけでr 22ページ)

BSM設定モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ ラジオr)

BSMを始める

5ボタンを押す (∞ボタンで途中解除)

記憶動作中に表示されます。

↓

記憶が終わると、自動的にステーションリス
トモードに切り換わり、1のボタンに記憶し
た放送局を受信します。

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●受信状態の良い放送局が、6局より少ないときは、
前の記憶が残ることがあります。

●BSMとは、Best Stat ions Memory (ベスト
ステーションズメモリー)の略です。

●記憶させた放送局を呼び出すには (☞ ラジオw

39ページ)

3

2

1

ラジオ

5
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/2/3ボタン

1～6のボタンに記憶させた放送局を、放送局名の一覧表 (ステーションリスト)の中から選ぶこ
とができます。

ステーションリスト
モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ ラジオr 40ページ)

聞きたい放送局を選ぶ

2または3ボタンを押して選ぶ
2：次の放送局を選ぶとき
3：前の放送局を選ぶとき

選んだ放送局を呼び出す

5ボタンを押す

選んだ放送局の番号の下に“_”が移動し、
その放送局を受信します。

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●表示されている放送局名が受信している放送局と異
なる場合は、放送局名を変更することができます。
(☞ ラジオi)

●放送局名設定 (☞ ラジオi) で、放送局名を空白
にしたときは、周波数が表示されます。

●放送局名の前の番号は、1～6ボタンに対応してい
ます。1～6ボタンのいずれかを押して、聞きたい
放送局を直接選ぶこともできます。

2

1

ステーションリスト

放送局名を見て聞きたい放送局を呼び出すラジオ

7

今受信中の放送局の番号の下
に、“_”が表示されます。

選んだ放送局名が
反転表示されます。

3
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放送局名設定

放送局名を変更する

ディスプレイに表示されている放送局名が、受信している放送局名と異なるときは、放送局名を
変更することができます。

放送局名表示について

同じ周波数でも、地域によって受信する放送局
は違うことがあります。(例:FM 80.0MHzを使用
している放送局は「TOKYO FM」「FM青森」
「FM福岡」など複数あります。)
本機には、あらかじめ放送局名が記憶され
ています。ディスプレイに表示されている放
送局名が受信している放送局名と異なるよう
な場合は、放送局名を変更して表示するこ
とができます。

バンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけでr 22ページ)

放送局を選局する

2または3ボタンを押す
(☞ ここだけでr 23ページ)

放送局名設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ ラジオr 40ページ)

放送局名を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：次の放送局名を選ぶとき
2：前の放送局名を選ぶとき

受信中の周波数に該当する放送局名を表示し
ます。

ご注意
本機に登録されていない放送局名は選べません。

放送局名を変更する

5ボタンを押す

“OK”と表示され、変更したことを知らせ
ます。

↓
BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

メモ
●選んだ周波数に該当する放送局名が記憶されてい
ないと、“放送局データがありません”と表示され
ます。

●放送局名を表示させたくないときは、空白を選ん
でください。

●パイオニア製のFMモジュレータータイプのマルチ
CD (「CDX-FM653」など) をお使いの方は、
モジュレーター周波数に合わせると、放送局名を
“FM M-CD”に変更して表示することができます。
●パイオニア製のTVをFMモジュレーターでお使い
の方は、モジュレーター周波数に合わせると、放送
局名を“FM TV-Sound”に変更して表示すること
ができます。

5

4

3

2

1

ラジオ

8
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

FUNCTIONボタン
ファンクション

Mボタン
FM多重

本機では、CDやMDなど他のソース (ラジオのAM放送および交通情報を除く) を聞きながら、
FM多重を見ることができます。

ご注意
AM放送または交通情報を聞いているときは、FM
多重操作モードに切り換わりません。

FM多重操作モードにする

Mボタンを押す
(☞ ここだけでt 24ページ)

FM多重局を選局していなくても (データの
受信ができなくても) 表示されます。

見たいFM多重局をすでに選局している場合
は、次の手順2と手順3の操作は必要ありま
せん。手順4へ進んでください。

FM多重局選択モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r 48ページ)

FM多重局を選局する

2または3ボタンを押す

3：高い周波数のFM多重局を選局するとき
2：低い周波数のFM多重局を選局するとき

自動選局します。

FM多重局を受信すると表示されます。

BANDボタンを押して、FM多重局選択モード
を解除してください。

↓

3

2

1

FM多重を見るFM多重

1
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データ受信中に表示されます。
↓

目次 (一番最初のページ) が表示されます。

メモ
●電波の受信状態やデータ量によっては、表示され
るまでに時間がかかることがあります。

●受信電波が弱い場合は、“データが受信できませ
ん”とメッセージが表示されたり、ページが正し
く表示されないことがあります。受信状態の良い
場所に移動するか、他のFM多重局を選局してみて
ください。

見たい番組を選ぶ

■直接選ぶとき

1～6のボタンの1つを押す

4

FM多重局選局 / 番組選択 / ページ表示

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。

■順番に選ぶとき

2または3ボタンを押す

3：次の番組を選ぶとき
2：前の番組を選ぶとき

■最初もしくは最後の番組を選ぶとき

2または3ボタンを2秒以上押す

3：最後の番組を選ぶとき
2：最初の番組を選ぶとき

選んだ番組が反転表示されます。

選んだ番組の内容を見る

∞ボタンを押す (5ボタンで戻る)

選択項目が表示されます。

番組によっては、選択項目がなく、すぐに情
報が表示されることもあります。この場合は
次の手順6の操作は必要ありません。

5
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DISPLAYボタン
ディスプレイ

BANDボタン
バンド

2/3ボタン Mボタン
FM多重

FM多重局選局 / 番組選択 / ページ表示 (つづき)

FM多重を見る (つづき)

手順4、5を繰り返して、見た
い情報を表示させる

情報は、複数のページで構成されています。
(1ページだけの場合もあります。)

選んだ情報の他のページを表
示させる

■順番に選ぶとき

2または3ボタンを押す

3：次のページを選ぶとき
2：前のページを選ぶとき

■最初もしくは最後のページを選ぶとき

2または3ボタンを2秒以上押す

3：最後のページを選ぶとき
2：最初のページを選ぶとき

FM多重操作モードを解除する

MボタンまたはBANDボタンを押す
今聞いているソースの表示に戻ります。

8

7

6

FM多重

1

メモ
●受信したページは、本機のメモリーに一時的に記
憶されます。通常のページめくりは、このメモリー
上で検索されます。

●5ボタンを2秒以上押すと、目次 (一番最初のペー
ジ) に戻ります。

●番組の選択操作は受信したデータに準拠しているた
め、放送局によっては、「5ボタンで戻れない」な
ど、操作が制限される場合があります。

●情報が複数のページで構成されている場合、ペー
ジの途中から表示されたり、前後のページがメモ
リーされていない場合があります。このような場
合は、しばらく待ってから2または3ボタンを押
してページを切り換えてください。

●FM多重局が、表示中のページ (番組内容) を新し
い内容に変更 (更新) すると、“番組内容が更新さ
れました”と約2秒間表示され、目次 (一番最初の
ページ) に戻ります。

●受信後すぐは、ページが表示されるまでに多少時
間がかかりますが、メモリーに記憶されればペー
ジめくりがスムーズに行えるようになります。

●受信状態が良いときは、新しいページデータがく
ると、メモリー上のページも自動的に更新され
ます。

●FM多重局を選局しなおすと、前のFM多重局のメ
モリー内容はクリアーされます。

●電話待ち受けのときは、FM多重操作モードに切り
換わりません。

●録音待機中および録音中は、FM多重操作モードに
切り換わりません。
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あらかじめ記憶させておいた画面 (☞ FM多重
w) を見なおすことができます。

記憶した画面を見る

DISPLAYボタンを押して選ぶ
押すごとに記憶させた画面が切り換わり
ます。

記憶させた画面を表示しているとき反転表示
されます。

メモ
●約8秒間何も操作をしなかったときは、自動的に
表示が解除されます。

●画面が1個も記憶されていないときは、“メモリー
されていません”と約2秒間表示されます。

1

記憶させた画面を
見る

FM多重

3
画面記憶

あとで見直したい画面
を記憶させておく

あとでゆっくり見直したい画面を6個まで記
憶させておくことができます。

FM多重

2

画面を一時的に記憶させておく

記憶させたい画面が表示されたら、
DISPLAYボタンを2秒以上押す

“メモリー”が反転表示され、今表示されて
いる画面が記憶されます。

メモ
●6個を超えたときは、一番古い画面が消されて、新
しい画面が記憶されます。

●記憶させた画面を見るには (☞ FM多重e)

1
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

FUNCTIONボタン
ファンクション

2/3ボタン

モードの切り換えかた

便利な機能を使うときは、モードを切り換えて操作します。

FM多重

4

ファンクションモードを
切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

FM多重局選択モード
(☞ FM多重t)

↓
FM多重局BSM設定モード
(☞ FM多重y 50ページ)

↓
FM多重局選択モードに戻る

メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。(約30秒間、何も操作しなかっ
たときも、自動的に解除されます。）

詳細設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押す

詳細設定モードを
切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

FM多重局オートサーチ設定モード
(☞ FM多重i 51ページ)

↓
AFサーチ設定モード
(☞ FM多重o 52ページ)

↓
FM多重局オートサーチ設定モードに戻る

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

2

11

ファンクションモードの切り換え 詳細設定モードの切り換え
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1～6のボタンに、お好みのFM多重局を、1局ずつ手動で記憶させることができます。

FM多重局選択モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r)

記憶させたいFM多重局を選ぶ

2または3ボタンを押す

3：高い周波数のFM多重局を選ぶとき
2：低い周波数のFM多重局を選ぶとき

2

1

FM多重局プリセットメモリー

受信中のFM多重局を記憶させるFM多重

5

記憶させる

1～6ボタンの1つを2秒以上押す

押したボタンの番号 (記憶番号) が点滅し
ます。

↓

記憶が終わると点滅が終わり、受信中のFM
多重局が記憶されます。

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●記憶させたFM多重局を呼び出すには (☞ FM多重

u 50ページ)
●受信状態の良いFM多重局を、1～6のボタンに、
一度に記憶させることもできます。 (☞ FM多重
y 50ページ)

3

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。
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記憶させたFM多重局は、簡単に呼び出し
て、受信することができます。

FM多重局選択モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r 48ページ)

記憶させたFM多重局を
呼び出す

■直接呼び出す

1～6のボタンの1つを押す

■順番に呼び出す

5または∞ボタンを押す

5：次の記憶番号の放送局を呼び出すとき
∞：前の記憶番号の放送局を呼び出すとき

受信中の記憶番号

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

2

1

FM多重局プリセットチューニング

記憶させたFM多重
局を呼び出す

FM多重

7

ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

FUNCTIONボタン
ファンクション

受信状態の良いFM多重局をさがして、自動的
に1～6のボタンに記憶させることができます。

FM多重局BSM設定モードに
する

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r 48ページ)

BSMを始める

5ボタンを押す (∞ボタンで途中解除)

記憶動作中に表示されます。

記憶が終わると、1のボタンに記憶したFM
多重局を受信します。

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●受信状態の良いFM多重局が、6局より少ないとき
は、前の記憶が残ることがあります。

●BSMとは、Best Stations Memory (ベストステー
ションズメモリー)の略です。

●記憶させたFM多重局を呼び出すには (☞ FM多重u)

2

1

FM多重局BSM

複数のFM多重局を
自動的に記憶させる

FM多重

6
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CDやMDなど (ラジオおよび交通情報を除く) を聞いている場合、選局しているFM多重局の受信が
できない状態が続いたときに、自動的に受信状態の良いFM多重局を選局するように設定すること
ができます。

FM多重局オートサーチ設定
モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r 48ページ)

FM多重局オートサーチの設定
をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

FM多重局オートサーチのレベルが表示され
ます。

オートサーチのレベルを調節
する3

2

1

FM多重局オートサーチ

受信状態の良いFM多重局を自動的に受信させるFM多重

8

2または3ボタンを押す

ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。

LOW←→MID←→HIGH

LOW (低感度) ：約60秒間受信できない状
態が続くとFM多重局オー
トサーチを開始します。

MID (中感度) ：約35秒間受信できない状
態が続くとFM多重局オー
トサーチを開始します。

HIGH (高感度) ：約10秒間受信できない状
態が続くとFM多重局オー
トサーチを開始します。

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

メモ
●FM多重局オートサーチは、FM多重操作モードの
ときは動作しません。

●FM多重局オートサーチを行っているときは、ディ
スプレイのFM MULTI表示 (☞ はじめにw 12
ページ) が点滅します。さらに、FM放送番組内容
表示 (☞ FM多重!0 53ページ) をしているときは、
“多重局サーチ中です”と表示されます。

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン Mボタン
FM多重

受信しているFM多重局の受信状態が悪くなったときに、同じ系列 (同じ番組内容) の他のFM多重
局を受信することができます。

AFサーチ設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ FM多重r 48ページ)

同じ系列 (番組内容) のFM多
重局を呼び出す

5ボタンを押す (∞ボタンで途中解除)

ご注意
ディスプレイのAF表示 (☞ はじめにw 12ペー
ジ) が表示されていないとき (同じ系列の放送局の
情報が受信できない場合) は、“AFリストがあり
ません”と表示され、動作しません。

2

1

AFサーチ

同じ系列 (番組内容) のFM多重局を受信するFM多重

9

AFサーチ中にAFインジケーターが点滅し、“AF
サーチ中”が表示されます。

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

メモ
●FM多重局によっては、同じ系列の放送局の情報が
送信されない場合があります。
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FM放送番組内容表示

FM放送の番組内容をFM多重で見る

MDやCDなどのソース (ラジオのAM放送および交通情報を除く) を操作できる状態のまま、今ラ
ジオのFM放送で放送されている番組の内容を、FM多重で見ることができます。

FM多重

10

FM多重局を選局する

(☞ FM多重q 44ページ)

聞きたいソースを選ぶ

(☞ ここだけでq 16ページ)

ご注意
AM放送または交通情報を聞いているときは、
FM放送番組内容表示モードに切り換わりま
せん。

FM放送番組内容表示モード
にする

Mボタンを2秒以上押す

ヘッドタイトル (放送局名や番組名など) と
番組内容を表示します。

ディスプレイにFM多重を表示した状態で、
MDやCDなどのソースの操作をすることが
できます。

FM放送番組内容表示モード
を解除する

もう一度Mボタンを2秒以上押す
今聞いているソースの表示に戻ります。

メモ
●FM放送の番組内容を見ているときに、この操作以
外の操作をすると、FM放送番組内容表示モードは
一度解除されますが、約15秒間でFM放送番組内
容表示モードに戻ります。

●受信電波が弱い場合は、“データが受信できませ
ん”とメッセージが表示されたり、ページが正し
く表示されないことがあります。受信状態の良い
場所に移動するか、他のFM多重局を選局してみて
ください。

●FM多重局を選局していなかったときは、“データが受
信できません”と表示されます。FM多重局を選局して
ください。 (☞ FM多重q 44ページ)

●電話待ち受けのときは、FM放送番組内容表示モー
ドに切り換わりません。

●録音待機中および録音中は、FM放送番組内容表示
モードに切り換わりません。

4

3

2

1
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

FUNCTIONボタン
ファンクション

50枚型マルチCDプレー
ヤーの使用について

マルチCD

1
ダイレクトサーチ

聞きたいCDを
直接選ぶ

聞きたいCDを直接選ぶことができます。

聞きたいCDを選ぶ

1～6のボタンを押す
2秒未満：1～6枚目のCDを選ぶとき
2秒以上：7～12枚目のCDを選ぶとき

CD番号

1

マルチCD

2

使用できる機能について

本機では、50枚型マルチCDプレー
ヤーの取扱説明書に記載されている
50枚型マルチCDプレーヤー特有の
機能を操作することはできません。
本機で操作できるのは、本書に記載
されている機能のみです。
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ファンクションモードを
切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

再生範囲切換モード
(☞ マルチCDy 58ページ)

↓
ディスクリストモード
(☞ マルチCD!5 68ページ)

↓
トラックリストモード ※1

(☞ マルチCD!6 69ページ)

↓
ランダムプレイ設定モード
(☞ マルチCDt 57ページ)

↓
スキャンプレイ設定モード
(☞ マルチCDr 56ページ)

↓
ITSプレイ設定モード
(☞ マルチCDi 60ページ)

↓
ポーズ設定モード
(☞ マルチCD!4 67ページ)

1

ファンクションモードの切り換え

モードの切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うときは、モードを切り換えて操作します。

↓
コンプレッション設定モード
(☞ マルチCD!3 66ページ)

↓
再生範囲切換モードに戻る

メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。(約30秒間、何も操作しなかっ
たときも、自動的に解除されます。)

※1トラックリストモードは、「CD TEXT」に対応し
ているマルチCDプレーヤー (「CDX-P670」など)
で「CD TEXT」を再生しているときだけ切り換わ
ります。

マルチCD

3

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン

モードの
切り換えかた (つづき)

詳細設定モードの切り換え

詳細設定モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押す

詳細設定モードを切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ディスクタイトル入力モード ※1

(☞ マルチCD!1 62ページ)

↓
ITS登録モード
(☞ マルチCDu 59ページ)

↓
タイトル入力モードに戻る

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

※1「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレー
ヤー (「CDX-P670」など) で「CD TEXT」を再
生しているときは、タイトル入力モードに切り換
わりません。(「CD TEXT」にあらかじめ収録され
ているタイトルは変更できません。)

2

1

マルチCD

3
トラックスキャン再生 / ディスクスキャン再生

聞きたい曲やCDを
さがす

今聞いているCDの、曲の始めの部分だけ
を、約10秒間ずつ次々に聞くことができま
す。また、すべてのCDの、1曲目の始めの
部分だけを次々に聞くこともできます。

再生範囲切換モードにして
再生範囲を選ぶ

(☞ マルチCDy 58ページ)

■聞きたい曲をさがすとき
(トラックスキャン再生)
再生範囲をディスクリピートまたはトラック
リピートに切り換えます。再生中のCDの全
曲を、約10秒ずつ再生できます。

■聞きたいCDをさがすとき
(ディスクスキャン再生)
再生範囲をマルチCDリピートに切り換え
ます。マルチCD内のすべてのCDの1曲目
だけを、約10秒ずつ再生できます。

スキャンプレイ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

2

1

マルチCD

4
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トラックスキャン再生 / ディスクスキャン再生 (つづき)

スキャン再生を始める

5ボタンを押す

曲の始めの約10秒間が次々に再生されます。
↓

スキャン再生を始めて約30秒たつと、自動
的にファンクションモードが解除されます。

スキャン再生の種類が表示されます。

表示 再生範囲
Track Scan ディスクリピート
Disc Scan マルチCDリピート

聞きたい曲 (CD) が再生された
らスキャン再生をOFFにする

確認
ファンクションモードが解除されていたら、手順
2の操作を行ってもう一度スキャンプレイ設定
モードにしてから、スキャン再生をOFFにしてく
ださい。

スキャンプレイ設定モードのときに
∞ボタンを押す

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●スキャン再生を始めた曲 (またはCD) まで戻ると、
スキャン再生は解除されます。

●トラックリピートのときに、スキャン再生をONにす
ると、再生範囲がディスクリピートに切り換わります。

4

3

ランダム再生

いつもと違う
曲順で聞く

選曲をマルチCDにまかせて、いつもと違う
曲順 (ランダム) で再生することができます。

マルチCD

5

再生範囲切換モードにして
再生範囲を選ぶ

(☞ マルチCDy 58ページ)

選んだ再生範囲内でランダム再生が行われます。

ランダムプレイ設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

ランダム再生をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

次の曲から、ランダムに選曲します。

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

ランダム再生中に表示されます。

表示 再生範囲
Disc Random ディスクリピート
Random マルチCDリピート

メモ
●トラックリピートのときに、ランダム再生をONに
すると、再生範囲がディスクリピートに切り換わ
ります。

3

2

1
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

再生範囲について

再生範囲 (繰り返し聞く範囲) は、次の中か
ら選ぶことができます。

再生範囲 リピート再生の内容
トラックリピート 再生中の曲を繰り返し再生

します。
ディスクリピート 再生中のCDを繰り返し再生

します。
マルチCDリピート マルチCDにセットされてい

るすべてのCDを通して再生
します。(通常はこのモード
にしておきます。)

再生範囲切換モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

再生範囲を切り換える

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

TRACK REPEAT (トラックリピート)
↓

DISC REPEAT (ディスクリピート)
↓

MultiCD REPEAT (マルチCDリピート)
↓

TRACK REPEAT に戻る

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

リピート再生の種類が表示されます。

表示 再生範囲
Repeat トラックリピート
Disc Repeat ディスクリピート

2

1

リピート再生

同じ曲やCDを繰り返し聞く

今聞いている曲を繰り返し聞いたり、1枚のCDを繰り返し聞くなど、繰り返し再生する範囲を
選ぶことができます。

マルチCD

6
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ITS登録

聞きたい曲だけ記憶させておく

記憶させた曲だけ再生する (☞ マルチCDi 60ページ) ために、あらかじめ聞きたい曲をマルチ
CDに記憶させておきます。

ITSについて

ITSとは、Instant Track Selection (インスタ
ント トラック セレクション) の略です。

ITSは、聞きたい曲だけを記憶させておき、
それを再生する (☞ マルチCDi 60ページ) 機
能です。

●曲の記憶はCDごとに行われます。CDを入
れ換えても、そのCDの記憶は消えません。

●CD1枚につき99曲まで記憶することがで
きます。(「CDX-P1250」「CDX-P650」
以前に発売されたマルチCDでは、記憶で
きる曲が24曲目までになります。)

●ITSは、タイトル (☞ マルチCD!1 62ページ)
と合わせてCD100枚分の記憶ができます。

●100枚を超えたときは、いちばん古いCD
の記憶が消されて、新しいCDが記憶され
ます。

記憶させたいCDを再生する

5または∞ボタンを押す
(☞ ここだけでy 26ページ)

ITS登録モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 56ページ)

記憶させたい曲を選ぶ

2または3ボタンを押す
(☞ ここだけでy 27ページ)

記憶させる

5ボタンを押す

約2秒間表示され、記憶したことを知らせます。

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

4

3

2

1

マルチCD

7
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

ITS再生

記憶させた曲だけ再生する

ITS登録 (☞ マルチCDu 59ページ) で記憶させた曲だけを再生することができます。

再生範囲切換モードにして
再生範囲を選ぶ

(☞ マルチCDy 58ページ)

選んだ再生範囲内でITS再生が行われます。

ITSプレイ設定モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

ITS再生をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

ITS再生が始まり、記憶させた曲だけが再生
されます。

↓
BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

ITS再生中に表示されます。

メモ
●手順1で選んだ再生範囲内に、記憶させた曲がな
い場合は、“ITS EMPTY”が約2秒間表示されて、
ITS再生は行われません。

3

2

1

マルチCD

8
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ITS消去 (1曲ごと)

記憶させた曲を1曲
ずつ記憶から消す

記憶させた曲を1曲ずつ消すことができます。

ITS再生をONにする

(☞ マルチCDi)

消去したい曲を再生する

2または3ボタンを押す
(☞ ここだけでy 27ページ)

ITS登録モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 56ページ)

消去する

∞ボタンを押す

次に記憶されている曲

再生していた曲が記憶から消去され、次に
記憶されている曲が再生されます。

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

メモ
●現在の再生範囲内に記憶させた曲がなくなった場合
は、“ITS EMPTY”が約2秒間表示されて、ITS再
生がOFFになります。

4

3

2

1

ITS消去 (CDごと)

記憶させた曲をCD
ごとに記憶から消す

記憶させた曲をCDごとに消すことができます。

消去したいCDを再生する

5または∞ボタンを押す
(☞ ここだけでy 26ページ)

ITS再生がONになっているときは、ITS再
生をOFFにしてください。(☞ マルチCDi)

ITS登録モードにする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 56ページ)

消去する

∞ボタンを押す

約2秒間表示され、消去したことを知らせます。
↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

3

2

1

マルチCD

9
マルチCD

10
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

FUNCTIONボタン
ファンクション

CDのタイトルを記憶させる

CDのタイトルを表示させるために、あらかじめタイトルを入力して記憶させておきます。

マルチCD

11

タイトル入力について

タイトル入力は、CDのタイトルを入力して
記憶させておき、ディスプレイに表示させる
機能です。タイトル入力しておくと、CD再
生時に入力したタイトルが表示されます。
CDにタイトルをつけると、ディスクリスト
(☞ マルチCD!5 68ページ) で聞きたいCDを
さがすこともできます。
「CD TEXT」に対応しているマルチCD
(「CDX-P670」など) では、「CD TEXT」に
あらかじめ収録されているCDタイトルで、
同様にディスクリスト (☞ マルチCD!5 68
ページ) やトラックリスト (☞ マルチCD!6 69
ページ) を表示することができます。

●タイトルは10文字まで入力できます。

●記憶はCDごとに行われます。CDを入れ
換えても、そのCDの記憶は消えません。

●タイトルは、ITS (☞ マルチCDu 59ページ) と
合わせてCD100枚分の記憶ができます。

●100枚を超えたときは、いちばん古いCD
の記憶が消されて、新しいCDが記憶され
ます。

タイトルを入力したいCDを
再生する

5または∞ボタンを押す
(☞ ここだけでy 26ページ)

ディスクタイトル入力モード
にする

FUNCTIONボタンを2秒以上押してか
ら、FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 56ページ)

ご注意
「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレー
ヤー (「CDX-P670」など) に「CD TEXT」を
セットしているときは、タイトル入力モードには
切り換わりません。(「CD TEXT」にあらかじめ
収録されているCDタイトルは変更できません。)

タイトルを入力する

■入力する位置を選ぶとき

2または3ボタンを押す
3：右に移動させるとき
2：左に移動させるとき

入力する位置でカーソルが点滅します。

3

2

1
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タイトル入力

■入力する文字を選ぶとき

5または∞ボタンを押す
5：次の文字を選ぶとき
∞：前の文字を選ぶとき

選んだ文字が点滅します。

選べる文字は次のように切り換わります。

入力が終わったらカーソルを
いちばん右に移動する

余ったところを空白にして、カーソルをいち
ばん右に移動させます。

入力したタイトルを記憶する

3ボタンを押す

入力位置の点滅が終わり、入力したタイトル
が記憶されます。

↓

BANDボタンを押して、詳細設定モードを
解除してください。

メモ
●タイトル入力中 (文字が点滅しているとき) にBAND
ボタンを押すと、詳細設定モードが途中で解除さ
れます。(この場合、入力中のタイトルは記憶され
ません。)

5

4

1～3のボタン

1～3のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。

押すボタン 選べる文字
1ボタン → アルファベットの小文字
(1ボタンを押す (a～z)、空白 ( _ )
ごとに切り換わ → アルファベットの大文字
ります。) (A～Z)、数字 ( 0～9 )、

記号 (！、＃、&など)
空白 ( _ )

2ボタン 数字 (0～9)、
記号 (！、＃、&など)、
空白 ( _ )

3ボタン → カタカナ (ア～ン)、
（3ボタンを押す 音引き (－)、
ごとに切り換わ 空白 ( _ )
ります。) → 拗促音 (ァ、ョ、ッなど)、

濁点、半濁点、
空白 ( _ )
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DISPLAYボタン
ディスプレイ

チェック ◆ 「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレーヤー (「CDX-P670｣など) の機能です。

タイトル表示 / タイトルスクロール

「CD TEXT」のタイトルや歌手名を表示させる

「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレーヤー (「CDX-P670」など) に「CD TEXT」を
セットしたとき、トラックタイトルやディスクアーティストネームなどを表示させることができ
ます。一度に全角で10文字、半角で20文字まで表示することができます。また、隠れている文
字も順に表示させることができます。

マルチCD

12

「CD TEXT」について

「CD TEXT」とは、CDのタイトル/歌手名/
曲名などの文字情報が収録されたCDです。
ディスクタイトル面に下記のマークのついて
いるCDは、「CD TEXT」です。(下記マーク
が付いていない「CD TEXT」もあります。)

タイトル表示について

●本機はカナやアルファベットなどの表示だ
けでなく、ひらがなや漢字などの表示に
も対応しています。「CD TEXT」に漢字
などの文字情報が収録されている場合で
も、本機ではそのまま表示することがで
きます。

●表示をトラックタイトルやディスクアー
ティストネームなどに切り換えたときに、
自動的に1回スクロール表示します。

表示切り換え

表示を切り換える

DISPLAYボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ディスクタイトル (DISC TITLE)
↓

ディスクアーティストネーム(DISC ARTIST)
↓

トラックタイトル (TRACK TITLE)
↓

トラックアーティストネーム(TRACK ARTIST)
↓

ディスクタイトルに戻る

再生中の「CD TEXT」に収録されている
タイトルが表示されます。

メモ
●ディスクアーティストネームなどが収録されていな
いCDで表示を切り換えると、“No Artist Name”
などが表示されます。

1
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タイトル表示 / タイトルスクロール (つづき)

隠れているタイトルを表示する

DISPLAYボタンを2秒以上押す

隠れている文字が順番に表示されます。

1

隠れている文字を表示する
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞ボタン

COMP / DBE

CDの音質を調整する

大きな音と小さな音の音量差を小さくしたり、低音域を押し上げたりすることができます。

COMPについて

COMPとは、COMPression (コンプレッ
ション) の略です。COMPは、大きな音を抑
え、小さな音を押し上げて、大きな音と小さ
な音の音量差を小さくする機能です。この
機能は、小さな音が聞きとりにくいようなと
きにお使いになると便利です。

DBEについて

DBEとは、Dynamic Bass Emphasis (ダイ
ナミック バス エンファシス) の略です。DBE
は、車内で不足しがちな低音域を押し上げ
る機能です。

コンプレッション設定モード
にする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

現在のCOMP/DBEの状態が表示されます。

機能を選ぶ

5または∞ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

COMP OFF

↓
COMP 1 (コンプレッション1)

↓

COMP 2 (コンプレッション2)

↓

COMP OFF
↓

DBE 1

↓

DBE 2

↓

COMP OFFに戻る

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●COMP、DBEともに1より2の方が効果が大きく
なります。

2

1

マルチCD

13
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ポーズ

CD再生を一時停止
する

CD再生を一時停止することができます。

ポーズ設定モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

CD再生を一時停止する

5ボタンを押す (∞ボタンで再生)

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

一時停止中に表示されます。

2

1

マルチCD

14
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/2/3ボタン

ディスクリスト

タイトルを見て聞きたいCDをさがす

CDのタイトル一覧 (ディスクリスト)を見ながら、聞きたいCDを選ぶことができます。

ディスクリストモードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

聞きたいCDを選ぶ

2または3ボタンを押す
3：次のCDのタイトルを選ぶとき
2：前のCDのタイトルを選ぶとき

今聞いているCDの番号の下に、
“_”が表示されます。

選んだCDのタイトルが反転表
示されます。

12枚連奏マルチCDなどに接続した場合、7
枚目以降の曲を選ぶときは、2 または 3 ボタ
ンを押してディスプレイをスクロールさせる
ことで、次の6枚 (7～12枚目) を表示させる
ことができます。

選んだCDを再生する

5ボタンを押す

選んだCDの番号の下に“_”が移動して、
そのCDが再生されます。

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●タイトルの前の番号は、1～6ボタンに対応してい
ます。1～6ボタンを直接押して、聞きたいCDを
選ぶこともできます。(7～12枚目が表示されてい
るときも、1～6ボタンに対応しています。)

●マルチCD内のトレイにCDが入っていないときは、
“No Disc”が表示されます。また、タイトルが記
憶されていないCDを入れたときは、“No Title”が
表示されます。

3

2

1

マルチCD

15
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トラックリスト

曲名を見て聞きたい曲をさがす

「CD TEXT」再生中に、曲名の一覧 (トラックリスト)を見ながら、聞きたい曲を選ぶことができ
ます。

トラックリストモードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ
(☞ マルチCDe 55ページ)

ご注意
「CD TEXT」に対応しているマルチCDプ
レーヤー (「CDX-P670」など) に「CD
TEXT」をセットしているときだけ、トラッ
クリストモードに切り換わります。)

聞きたい曲を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：次の曲のタイトルを選ぶとき
2：前の曲のタイトルを選ぶとき

今聞いている曲の番号の下に、
“_”が表示されます。

選んだ曲のタイトルが反転表
示されます。

7曲目以降の曲を選ぶときは、2 または 3

ボタンを押してディスプレイをスクロールさ
せることで、次の6曲 (7～12曲目) を表示さ
せることができます。

2

1

マルチCD

16

選んだ曲を再生する

5ボタンを押す

選んだ曲の番号の下に“_”が移動して、そ
の曲が再生されます。

↓

BANDボタンを押して、ファンクションモード
を解除してください。

メモ
●タイトルの前の番号は、1～6ボタンに対応してい
ます。1～6ボタンを直接押して、聞きたい曲を選
ぶこともできます。(7～12曲目が表示されている
ときも、1～6ボタンに対応しています。)

●「CD TEXT」に曲名が収録されていないときは、
“No Title”が表示されます。

3

チェック◆「CD TEXT」に対応しているマルチCD プレーヤー (「CDX-P670｣など)の機能です。
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録音する前に

録音する前に必ずお読みください。

誤消去防止つまみについて

側面にある誤消去防止つまみを開けると録音
できなくなります。

再び録音したいときは、つまみを閉じます。

デジタル録音とアナログ録音について

本機は、内蔵CDからMDへデジタル録音す
ることができます。内蔵CD以外のソース
(ラジオ、マルチCDなど) からの録音はアナロ
グ録音になります。デジタル録音は、ほとん
ど劣化なく録音 (コピー) できアナログ録音
より高音質なため、CDからMDへの録音は
内蔵CDからの録音 (☞ 録音w 72ページ) を
お勧めします。

TOC (Table of Contents) について

TOCとは、曲数、演奏時間、タイトルなど
の音声信号以外の情報のことです。
MDに録音すると、TOCがディスクの内周
部分に記録されます。再生やタイトル表示
などはこれを使って行います。TOCはMD
を取り出したときにMDに記録されます。
TOCの記録中 (TOC WRITE 点滅中) に電源
をOFFにしたり、本体に衝撃を与えたりし
ないでください。TOCが正しく記録されず、
正しい再生ができなくなる場合があります。

メモ
●録音中にDSPボタンを押しても、DSPボタンは働き
ません。

●再生専用MDには、録音できません。
●本機には、曲分け、曲つなぎ、曲移動などの編集
機能はありません。

●録音用MDの録音可能な録音時間が、録音しよう
としているCDのディスクや曲のトータル時間より
短い場合は、“Time Short”が表示され、MDの
ディスクの残り時間分のみ録音します。

●録音は、すべてステレオ録音になります。モノラ
ル録音はできません。

●録音済みのMDでは、未録音部分をさがして録音します。
●録音を終えたあとMDを取り出すと、“TOC WRITE”
表示が点滅し、ディスプレイに“TOC WRITE”と点滅
表示されます。このときにTOCがMDに記録されます。

●録音済みのMDの内容を消すには (☞録音y 80ページ)
●次のような場合は、録音待機状態が解除されます。
＊電源をOFFにしたとき
＊車のエンジンをかけたとき
＊ソースを切り換えたとき
＊ BAND、MD EJECT ボタンを押したとき
＊ CDを挿入したとき (内蔵CDから録音するとき
以外）

＊マイクを抜いたとき (マイクから録音するとき)
＊ 録音元のソースとの接続が切れた場合 (マルチCD
から録音するときなど）

●次のような場合は、録音が解除されます。
＊車のエンジンをかけたとき
＊ RECボタンを押したとき
＊録音元のソースとの接続が切れた場合 (マルチCD
から録音するときなど）

＊ MDやCDのエラーのとき (☞ その他t 120ページ)
＊同じところで音飛びを3回起こしたとき (内蔵CD
から録音するとき)

＊ マイクを抜いたとき (マイクから録音するとき)
●TOCに異常がある場合 (ERROR-24が表示されたと
き) は、録音できません。他のMDと交換するか、全
曲消去してから録音してください。いったん消去する
ともとに戻せません。消去する前にもう一度確認して
ください。

録音

1

注意

●録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前に試し録りをしてください。

●本製品の故障、誤動作または不具合により録音されなかった場合の録音内容の補
償については、ご容赦ください。

●あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者
に無断で使用できません。なお、デジタル録音機器の価格には、著作権法の定め
により、私的録音補償金が含まれています。
お問い合わせ先：社団法人　私的録音補償金管理協会
東京都新宿区西新宿3丁目20番2号　東京オペラシティタワー11F
電話 (03) 5353-0336 FAX (03) 5353-0337

録音についてのご注意
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デジタルコピーについてのご注意

CDなどからデジタル録音したものを、さらにMDやDATなどにデジタル録音 (コピー) することは
できません。これは違法コピーを防止するために開発された複製防止システム (SCMS＝シリア
ルコピーマネージメントシステム) により定められています。
本機では、内蔵CDでCD-Rを再生しているときに、録音できないことがあります。

デジタル接続

デジタル接続

アナログ接続

デジタル機器
（CD、MD、
LD、DAT
など）

アナログ機器
デジタル機器

デジタルで録音

アナログ信号

アナログ接続

デジタル接続

アナログ接続

アナログ信号を
デジタルで録音

アナログ信号

録音できます

録音できません
デジタル録音したMD、DAT、
CD-R を、さらに別のMDにデジ
タル録音することはできません。

録音できます

録音できます

アナログ信号

MD、DAT、
CD-R で デ
ジタル録音
済のもの

デジタル信号 デジタル信号

デジタル信号

デジタル信号

デジタル信号
MD、DAT、
CD-R で デ
ジタル録音
済のもの

録音時のディスプレイ表示について

録音時に、録音範囲などの状態がディスプレイに表示されます。

Digital 表示
内蔵CDから録音するときに表示されます。これ
が表示されているときは、デジタル録音になり
ます。

RENTAL、DISC、TRACK 表示
録音範囲が表示されます。(録音範
囲が“ALL”のときは、何も表示さ
れません。)

TOC WRITE 表示
録音したり、タイトル
を入力するなどTOC
が作られると点灯しま
す。MDを取り出すと
点滅し、TOCがMD
に記憶されます。

REC 表示
録音待機中および録音中
に表示されます。



録
音
す
る

72

2/3ボタン

BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

RECボタン
レコーディング

DISPLAYボタン
ディスプレイ

CDボタン

ディスク録音 / トラック録音 / レンタル録音

内蔵CDからCDを録音する

内蔵CDで再生した曲をMDに録音することができます。

録音

2

録音範囲について

録音範囲は、次の中から選ぶことができ
ます。

録音範囲 録音の内容
DISC 今聞いている曲からCDの最
(ディスク録音) 後の曲までを録音するとき。

CDを全曲録音するには手順7
で1曲目を選んでください。

TRACK 今聞いている曲を1曲だけ録
(トラック録音) 音するとき
RENTAL CDの最初の1曲のみ録音す
(レンタル録音) るとき。レンタル録音は、例

えばヒットソング集を作ると
きに、何枚かのシングルCD
の1曲目だけを録音すること
ができ便利です。

レンタル録音のときは、フロントパネルを
CD EJECT 位置にしておくと便利です。
(☞ はじめにi 14ページ)

録音が終わると自動的にCDが出てきます。
再度CDを挿入すると自動的に録音が開始さ
れ、録音が終わると自動的にCDが出てきま
す。(CDの1曲目だけを続けて何枚も録音し
たいときに便利です。)

録音用MDをセットする

(☞ ここだけでe 20ページ)

ソースを内蔵CDにする

CDボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

録音待機状態にする

RECボタンを2秒以上押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態になります。

MDの曲番号
MDのディスク
残り時間

CDの曲番号
CDの情報：DISPLAYボタンを押すごとに
次のように切り換わります。

■録音範囲が“DISC”のとき
再生経過時間 → ディスク残り時間 →
ディスクトータル時間 → 再生経過時間に戻る

■録音範囲が“TRACK”、“RENTAL”のとき

再生経過時間 → 聞いている曲の残り時間
→ 聞いている曲のトータル時間 →
再生経過時間に戻る

3

2

1
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ディスク録音 / トラック録音 / レンタル録音 (つづき)

録音モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ

ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。
録音モード
↓

消去モード
↓

録音モードに戻る

録音範囲を切り換える

2または3ボタンを押して選ぶ

RENTAL←→DISC←→TRACK

録音モードを解除する

BANDボタンを押す
(約30秒間、何も操作しなかったときも自動
的に解除されます。)

録音したい曲を選ぶ

2または3ボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでw 18ページ)

確認
手順5で録音範囲を“DISC”にしたときは、
今聞いている曲の頭から録音します。CDを
全曲録音したいときは、1曲目を選んでくだ
さい。
手順5で録音範囲を“TRACK”にしたときは、
今聞いている曲の頭から1曲のみ録音します。
手順5で録音範囲を“RENTAL”にしたときは、
今何曲目を聞いていても、1曲目に戻って録音し
ます。(2または3ボタンを押しても自動的に
1曲目を選曲します。

録音する

RECボタンを押す
自動的に曲の頭から録音されます。

録音中に表示されます。
↓

自動的に録音が終わります。
“READY”が表示されたあと“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態に戻ります。

↓
BANDボタンを押して、録音待機状態を
解除してください。

メモ
●録音中にRECボタンを押すと、録音を中止するこ
とができます。

●録音中にCDが音飛びした場合、その曲の頭に戻っ
て録音をやり直します。(リトライ機能)

●MDの254曲目でCDが音飛びした場合、その曲の
頭からではなく、録音を開始した曲から録音をや
り直します。

●録音待機中は、今聞いている曲のリピート再生に
なります。録音を開始するとリピート再生は解除
されます。

●ランダム、トラックスキャン、ポーズを設定して
いるときは、録音待機状態にするとリピート再生
に切り換わります。録音を開始するとリピート再
生は解除されます。

●録音待機中は、早送り/早戻し操作はできません。

8

7

6

5

4
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BANDボタン
バンド

RECボタン
レコーディング

TUNERボタン
チューナー

リカバリー録音

ラジオ/テレビを録音する

ラジオおよびテレビの放送をMDに録音することができます。録音開始が遅れても、最大15秒
前までの放送を録音することができます。 (リカバリー録音)

録音

3

録音用MDをセットする

(☞ ここだけでe 20ページ)

ソースをラジオ (または
テレビ) にする

TUNERボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

録音したい放送局を選ぶ

(☞ ここだけでr 23ページ)

テレビの放送局を選ぶときは
(☞ テレビの取扱説明書)

録音待機状態にする

RECボタンを2秒以上押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態になります。

MDの曲番号
MDのディスク
残り時間

受信周波数

受信中のバンド

メモ
●録音待機状態にしたときから、放送をメモリーに
蓄え始めます。メモリーは最大で15秒間まで蓄え
ることができます。

4

3

2

1
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リカバリー録音 (つづき)

録音を始める

RECボタンを押す
ボタンを押した時点より最大15秒前の放送
から録音が始まります。

録音中に表示されます。

録音をやめる

RECボタンを押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態に戻ります。

↓

BANDボタンを押して、録音待機状態を解
除してください。

メモ
●1回の録音を1曲として、曲番が付きます。録音中
に5ボタンを押すと、曲番を付けたいところに手
動で曲番を付けることができます。(曲番は最大
254曲まで付けることができます。)

●ラジオおよびテレビを録音するときは、録音範囲
を選ぶことはできません。

●選局中は、録音を始められません。
●リカバリー録音をOFFにすることはできません。
●テレビの操作について詳しくは (☞ テレビの取扱
説明書)

●AUX (外部機器) やExternal1、External2 (エクス
ターナルユニット) からも同様に録音することがで
きます。それぞれの機器を接続し録音用MDを
セットしたあと、手順4～6を参照して同様の操作
で録音してください。なお、AUX (外部機器) や
External1、External2 (エクスターナルユニット)
では、リカバリー録音はできません。AUX (外部機
器) やExternal1、External2 (エクスターナルユ
ニット) の操作について詳しくは (☞ それぞれの
取扱説明書)

●振動の多い道路などで録音すると、自動的に曲番
が付くことがあります。

6

5
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

RECボタン
レコーディング

CDボタン

5/∞/2/3ボタン

MDボタン

録音範囲について

録音範囲は、次の中から選ぶことができます。

録音範囲 録音の内容
ALL 今聞いている曲からディスク
(連続録音) の最後の曲までを録音すると

き。曲およびディスクの頭出
しはしません。手順9で録音
をやめないと、録音は終了し
ません。

TRACK 今聞いている曲を1曲だけ録
(トラック録音) 音するとき。曲の頭出しはし

ません。

ご注意
マルチCD/MDからの録音は、録音範囲にか
かわらず、曲やディスクの頭出しをしません。
RECボタンを押した時点 (手順8) から録音
が始まるので、曲やディスクの始めから録音
したいときは、手順7のあとすばやくRECボ
タンを押す必要があります。
また、マルチCD/MDからの録音はアナログ
録音です。デジタル録音に比べると、音質が
劣ることがあります。
CDから録音するときは、内蔵CDから録音
(デジタル録音) することをお勧めします。

録音用MDをセットする
(☞ ここだけでe 20ページ)1

連続録音 / トラック録音

マルチCD/MDからCD/MDを録音する

マルチCD/MDプレーヤーで再生した曲を録音することができます。

録音

4

ソースをマルチCD (または
マルチMD) にする

CD (またはMD) ボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

録音待機状態にする

RECボタンを2秒以上押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態になります。

MDの曲番号
MDのディスク
残り時間

マルチCD (またはMD) のディスク番号
および曲番号
マルチCD (またはMD) の再生経過時間

メモ
●マルチCDで、ポーズ設定をONにしているとき
は、録音待機状態に切り換わりません。(☞ マル
チCD!4 67ページ)

3

2
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録音モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ

ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

録音モード

↓

消去モード
↓

録音モードに戻る

録音範囲を切り換える

2または3ボタンを押して選ぶ

ALL←→TRACK

録音モードを解除する

BANDボタンを押す
(約30秒間、何も操作しなかったときも自動
的に解除されます。)

録音したいディスクおよび曲
を選ぶ

■ディスクを選ぶとき
5または∞ボタンを押す
(☞ ここだけでy 26ページ)

■曲を選ぶとき
2または3ボタンを押す
(☞ ここだけでy 27ページ)

メモ
●マルチMDでの操作については (☞ マルチMDの
取扱説明書)

7

6

5

4

連続録音 / トラック録音 (つづき)

録音する

手順7のあと、すばやくRECボタンを
押す
RECボタンを押した時点から録音が始まりま
す。(曲の頭出しはしません。）

録音中に表示されます。

手順5で録音範囲を“TRACK”にしたとき
は、録音が終わると、自動的に録音待機状
態に戻ります。録音範囲を“ALL”にしたと
きは、最後の曲が終了しても、録音が終了し
ません。手順9の操作をしてください。

録音をやめる

RECボタンを押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態に戻ります。

↓

BANDボタンを押して、録音待機状態を解
除してください。

メモ
●録音元のCDおよびMDの音が一定レベル以下の状
態が続くと、自動的に曲番が付きます。また、録
音中に5ボタンを押すと、曲番を付けたいところ
に手動で曲番を付けることができます。(曲番は最
大254曲まで付けることができます。)

●録音元のCDおよびMDによっては、曲の途中を終
わりと判断したり、曲の終わりの判断ができない
場合があります。

●録音中にCDおよびMDが音飛びした場合、そのま
ま録音されます。

●マルチCDでITS再生 (☞ マルチCDi 60ページ)
を使うと、記憶させた曲だけを録音することがで
きます。

●振動の多い道路などで録音すると、自動的に曲番
が付くことがあります。

9

8
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BANDボタン
バンド

RECボタン
レコーディング

ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

マイク録音

マイクから録音する

付属のマイクを本機に接続して、音声を録音することができます。ボイスメモとして使うと便利
です。

録音

5

録音用MDをセットする

(☞ ここだけでe 20ページ)

マイクを本機に接続する

ANGLEボタンを押してフロントパネ
ルの角度を調節し、付属のマイクをマ
イク入力端子に接続する
フロントパネルを閉じた状態では、マイク入
力端子にマイクを接続することはできません。
マイクを接続できる程度にフロントパネルを
開けて、マイクを接続してください。

ご注意
マイクを本機に接続しているときは、フロントパネル
を閉じることはできません。（警告音がなります。）

録音待機状態にする

RECボタンを2秒以上押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態になります。

MDの曲番号
MDのディスク
残り時間

録音する

RECボタンを押す

ボタンを押した時点から録音が始まります。

録音中に表示されます。

4

3

2

1
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マイク録音 (つづき)

録音をやめる

RECボタンを押す
“READY”が表示されたあと、“MD PAUSE”
が表示され、録音待機状態に戻ります。

↓

BANDボタンを押して、録音待機状態を解除
してください。

メモ
●1回の録音を1曲として、曲番が付きます。録音中
に5ボタンを押すと、曲番を付けたいところに手
動で曲番を付けることができます。(曲番は最大
254曲まで付けることができます。)

●マイクから録音するときは、録音範囲を選ぶこと
はできません。

●マイクを接続しているときは、CDやラジオを録音
することはできません。

●マイク録音は、必ず付属のマイクを使用して行っ
てください。付属のマイク以外では、録音できま
せん。

●マイク録音するとき以外は、マイクを外しておい
てください。

●振動の多い道路などで録音すると、自動的に曲番
が付くことがあります。

5
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

RECボタン
レコーディング

1曲消去 / 全曲消去

曲を消去する

録音した曲を1曲ずつ、または全曲消去することができます。

録音

6

消去したいMDを入れる

(☞ ここだけでe 20ページ)

内蔵MD以外のソースに
切り換える

(☞ ここだけでq 16ページ)

録音待機状態にする

RECボタンを2秒以上押す

消去モードにする

FUNCTIONボタンを押して選ぶ

ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

録音モード
↓

消去モード

↓
録音モードに戻る

消去する

■1曲ずつ消去するとき

2または3ボタンで消去する曲を選ぶ

曲番号が表示されます。
↓

5ボタンを押す

確認画面が表示されます。
いったん消去すると元に戻せません。もう一
度確認してください。

消去をやめるときは、∞ボタンを押すと中止
できます。

↓

もう一度5ボタンを押す

約2秒間表示され、選んだ曲が消去されます。

5

4

3

2

1
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1曲消去 / 全曲消去 (つづき)

↓

BANDボタンを押して、消去モードを解除
してください。(約30秒間何も操作しなかっ
たときも自動的に解除されます。)

↓

もう一度BANDボタンを押して、録音待機
状態を解除してください。

■全曲消去するとき

5ボタンを2秒以上押す

確認画面が表示されます。
いったん消去すると元に戻せません。もう一
度確認してください。

消去をやめるときは、∞ボタンを押すと中止
できます。

↓

もう一度5ボタンを押す

約2秒間表示され、MDの内容すべてが消去
されます。

↓

BANDボタンを押して、消去モードを解除
してください。(約30秒間何も操作しなかっ
たときも自動的に解除されます。)

↓
もう一度BANDボタンを押して、録音待機
状態を解除してください。

メモ
●いったん消去すると元に戻せません。消去する前
にもう一度確認してください。

●曲を消去すると次の曲が順に繰り上がり、自動的
に連続した曲番が付きます。

●1曲ずつの消去では、すべての曲を消去してもディ
スクの録音可能な時間が短くなることがあります。
この場合は、全曲消去してすべての内容を消去し
てください。

●MDの内容がすべて消去されると“ブランクディス
クです”と表示されます。

●“Protected”が表示された場合、ディスクが誤消
去防止状態になっています。(☞ 録音q 70ページ)

●TOCの異常などで曲番が認識できない場合は、消
去モードにすると“UTOC Error”と表示されま
す。このときは、1曲ずつの消去はできませんが、
5ボタンを2秒以上押して全曲消去にすることはで
きます。
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BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

AUDIOボタン
オーディオ

瞬時に音量を
小さくする

リモコンのATTボタンを押す
ボタンを押すごとにON/OFFします。

アッテネーターがONのときに点滅します。

アッテネーターがONのときは、音量が約
1/10になります。

1

アッテネーター

瞬時に音量を
小さくする

車内の会話が聞き取りにくいときに、瞬時
に音量を小さくすることができます。

音の調節

1

オーディオ調節モードを
切り換える

AUDIOボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

音量バランス調節モード (☞ 音の調節e)
↓

ラウドネスモード (☞ 音の調節r)
↓

ASLモード (☞ 音の調節t 84ページ)
↓

SLAモード ※1 (☞ 音の調節y 85ページ)
↓

音量バランス調節モードに戻る

メモ
●オーディオ調節モードを解除するには、BANDボ
タンを押します。(約30秒間、何も操作しなかっ
たときも、自動的に解除されます。)

※1ラジオのFM放送を聞いているときは、SLAモー
ドには切り換わりません。

1

オーディオ調節モード
の切り換えかた

音を調節するときは、オーディオ調節モード
を切り換えて操作します。

音の調節

2
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ラウドネス

小音量時の音に
メリハリをつける

小さな音量で聞いているときの、低・高音
の不足感を補正して、メリハリのある音に
することができます。

ラウドネスモードにする

AUDIOボタンを押して選ぶ
(☞ 音の調節w)

ラウドネスをONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、オーディオ調節モード
を解除してください。

2

1

音の調節

4

音量バランス調節
モードにする

AUDIOボタンを押して選ぶ
(☞ 音の調節w)

音量バランスを調節する

■前後を調節する

5または∞ボタンを押す

5：前を強めるとき
∞：後ろを強めるとき

前後のバランスはF25～R25の範囲で調節
できます。

■左右を調節する

2または3ボタンを押す
3：右を強めるとき
2：左を強めるとき

左右のバランスはL25～R25の範囲で調節
できます。

↓

BANDボタンを押して、オーディオ調節モード
を解除してください。

2

1

フェーダー / バランス

前後左右の音量
バランスを調節する

前後左右のスピーカーの音量バランスを調
節することができます。

音の調節

3
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BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

MDボタン
CDボタン TUNERボタン

チューナー

AUDIOボタン
オーディオ

ASL

騒音に合わせて音量を変える

ASLについて

ASLとは、Automatic Sound Levelizer
(オートマチックサウンドレベライザー)の略
です。
ASLは、走行速度や道路状況によって変化
する車内の騒音を検出して、騒音が大きく
なると自動的に音量を大きくする機能です。

ASLモードにする

AUDIOボタンを押して選ぶ
(☞ 音の調節w 82ページ)

ASLをONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

ASLの感度を選ぶ

2または3ボタンを押す

3：感度を高くするとき
2：感度を低くするとき

LOW、MID-LOW、MID、MID-HIGH、HIGH
の中から選ぶことができます。

↓

BANDボタンを押して、オーディオ調節モード
を解除してください。

メモ
●音量が十分にあるときは、騒音が大きくても、音
量の上げ幅は小さくなります。

●この機能が働いて音量が上がりすぎたとき、音が
歪むことがあります。そのときはVOLUMEで音量
を下げてください。

3

2

1

音の調節

5
騒音に合わせて、自動的に音量が変わるようにすることができます。
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SLA

各ソースの音量の違いをそろえる

ソースを切り換えたとき音量に違いが出ないように、FMの音量を基準にして各ソースの音量の
違いをそろえることができます。

FM放送を受信し、FMの音量
を確かめる

TUNERボタンを押す
(☞ ここだけでr 22ページ)

調節したいソースに
切り換える

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

SLAモードにする

AUDIOボタンを押して選ぶ
(☞ 音の調節w 82ページ)

レベルを調節する

5または∞ボタンを押す

5：レベルを大きくするとき
∞：レベルを小さくするとき

レベルは－4～＋4の範囲で調節できます。

↓

BANDボタンを押して、オーディオ調節モード
を解除してください。

メモ
●SLAとはSource Level Adjuster (ソースレベルア
ジャスター) の略です。

●FMの音量を基準に他のソースとの音量差を調節す
るため、FMを聞いているときは、SLAモードに切
り換えることはできません。

●AM、テレビ、CD、MD、AUX (外部機器 )、
External1、2 (エクスターナルユニット) のそれぞ
れの音量差を調節することができます。なお、内蔵
CDとマルチCD、内蔵MDとマルチMD、External1
とExternal2、およびAMと交通情報 (☞ 便利な機
能q 104ページ) は同じ設定になります。

4

3

2

1

音の調節

6
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BANDボタン
バンド

DSPボタン
ディーエスピー

DSP調節モード1を
切り換える

DSPボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

グラフィックイコライザーモード
(☞ DSP調節r 90ページ)
↓

イコライザー調節モード ※1

(☞ DSP調節y 92ページ)
↓

SFCモード
(☞ DSP調節u 94ページ)
↓

OCTAVERモード
(☞ DSP調節i 95ページ)
↓

リスニングポジションセレクターモード
(☞ DSP調節w 88ページ)
↓

オートイコライザーモード ※2

(☞ DSP調節e 89ページ)
↓

グラフィックイコライザーモードに戻る

1

DSP調節モードの切り換えかた

DSPの機能を使って音場と音質を調節するときは、DSP調節モードに切り換えて操作します。

DSP調節

1

DSP調節モード1の切り換え メモ
●DSP調節モード1を解除するには、BANDボタン
を押します。(約30秒間、何も操作しなかったと
きも、自動的に解除されます。)

※1グラフィックイコライザーモードで“CUSTOM”
を選んでいないときは、イコライザー調節モード
には、切り換わりません。

※2オートイコライジング (☞ DSP調節!2 102ページ)
を行っていないときは、オートイコライザーモードに
は、切り換わりません。
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(つづき)

DSP調節モード2
にする

DSPボタンを2秒以上押す

DSP調節モード2を
切り換える

DSPボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

サブウーファー設定モード ※2

(☞ DSP調節o 96ページ)
↓

サブウーファー調整モード ※2 ※3

(☞ DSP調節o 97ページ)
↓

フロントハイパスフィルター調整モード
(☞ DSP調節!0 98ページ)
↓

リアハイパスフィルター調整モード
(☞ DSP調節!0 99ページ)
↓

サブウーファー設定モードに戻る

メモ
●DSP調節モード2を解除するには、BANDボタン
を押します。(約30秒間、何も操作しなかったと
きも、自動的に解除されます。)

※2RCA外部出力の設定 (☞ 便利な機能y 108ページ)
をリア出力にした場合は、サブウーファー設定モー
ド、サブウーファー調整モードには切り換わりま
せん。

※3サブウーファー設定モード (☞ DSP調節o 96
ページ) をOFFにした場合は、サブウーファー調整
モードには切り換わりません。

2

1

DSP調節モード2の切り換え
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BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

DSPボタン
ディーエスピー

リスニングポジションセレクターについて

リスニングポジションセレクター
は、座席位置や人数に合わせて、
自動的に各スピーカーから出る音
の遅延時間とレベルが調節される
機能です。この機能により、どの
座席位置でも自然な音響特性が得
られます。

乗車位置について

表示 乗車位置
FRONT SEAT 右ハンドル車に運転者のみ
RIGHT がいるとき
FRONT SEAT 左ハンドル車に運転者のみ
LEFT がいるとき
FRONT SEAT 同乗者が助手席にいるとき
RIGHT & LEFT
ALL SEAT 同乗者が後部座席にいるとき

リスニングポジション
セレクターモードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

1

FRONT SEAT RIGHT

FRONT SEAT LEFT

FRONT SEAT
RIGHT & LEFT

ALL SEAT

リスニングポジションセレクター

音場の中心で聞く

乗車位置や人数に合わせて、聞く位置を選ぶことができます。

DSP調節

2
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乗車位置を選ぶ

5、∞、2、3ボタンを押す
ボタンを押すごとにON/OFFします。

3：FRONT SEAT RIGHT
2：FRONT SEAT LEFT
5：FRONT SEAT RIGHT & LEFT
∞：ALL SEAT

選んだ乗車位置が表示されます。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●リスニングポジションごとに、音量バランス (☞
音の調節e 83ページ) を記憶させることができ
ます。

2

リスニングポジションセレクター (つづき) オートイコライザー切り換え

オートイコライザー
カーブを呼び出す

オートイコライジング (☞ DSP調節!2 102
ページ) で作成したオートイコライザーカーブ
を選ぶことができます。

オートイコライザー
モードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

オートイコライザーカーブを
切り換える

2または3ボタンを押して選ぶ
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

OFF ←→ DINAMIC 
↑ ↑↓ ↓

MILD ←→ NATURAL

表示 説明
DINAMIC ジャズやロックなどのビート

のある音楽再生に適した音
響特性に補正します。

NATURAL 車室内の音響特性がフラッ
トに近づくように補正し
ます。

MILD 静かな音楽が車室内でよく
通るような音響特性に補正
します。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●オートイコライジング (☞ DSP調節!2 102ページ)
を行っていないときは、オートイコライザーモードに
は切り換わりません。

2

1

DSP調節

3
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

DSPボタン
ディーエスピー

FLATとCUSTOMについて

FLAT (5のボタン)

何の補正もしていません。設定したイコライ
ザーカーブと交互に切り換えて、効果を確
かめるのに使うと便利です。
CUSTOM (6のボタン)

ニュアンスコントロール (☞ DSP調節t) や
イコライザー調節 (☞ DSP調節y 92ページ)
により、イコライザーカーブをお好みに応じ
て調節し、記憶させることができます。

グラフィックイコライザー
モードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

イコライザーカーブ
を切り換える

■直接呼び出す

1～6のボタンの1つを押す
1～5のボタン ：ファクトリーカーブ
6のボタン ：CUSTOM

■順番に呼び出す

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ROCK (1のボタン) ←→ POPS (2のボタン)
↑ ↑↓ ↓

CUSTOM (6のボタン) HIPHOP (3のボタン)
↑ ↑↓ ↓

FLAT (5のボタン) ←→ TECHNO (4のボタン)

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●交通情報 (☞ 便利な機能q 104ページ) を受信し
ているときは、イコライザーカーブを選ぶことは
できません。

2

1

グラフィックイコライザー

音楽に合った音質を設定する

音楽ジャンルに合わせて設定されているもの5種類 (ファクトリーカーブ) と自分で設定できるも
の (CUSTOM) の中からイコライザーカーブを選ぶことができます。

DSP調節

4
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グラフィックイコライザー
モードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

調整したいイコライザーカーブ
に切り換える

■直接呼び出す

1～6のボタンの1つを押す

■順番に呼び出す

2または3ボタンを押す
(☞ DSP調節r)

ご注意
FLATおよび、FLATが記憶されているCUSTOM
を調整することはできません。

イコライザーカーブを調整する

5または∞ボタンを押す
5：効果を強めるとき
∞：効果を弱めるとき

－5～＋6の範囲で調整できます。
(CUSTOMは－6～＋6の範囲で調整できます。
ただし、記憶されているカーブによっては、調
整できる範囲が狭くなることがあります。)

お好みにより、調整したイコ
ライザーカーブを記憶させる

6のボタンを2秒以上押す
6のボタンに記憶されます。

ご注意
調整したイコライザーカーブを残しておきたいと
きは、CUSTOM (6のボタン) に記憶させてくだ
さい。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

4

3

2

1

ニュアンスコントロール

イコライザーカーブを大まかに調整する

呼び出したイコライザーカーブは、全体的なバランスはくずさずに、大まかに強めたり弱めたり
することができます。

DSP調節

5

1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

DSPボタン
ディーエスピー

イコライザーカーブを細かく調節する

CUSTOMは、お好みに合わせてイコライザーカーブの周波数レベルを細かく調節することがで
きます。調節した内容は自動的に記憶されます。

グラフィックイコライザー
モードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

イコライザーカーブを
CUSTOM にする

■直接呼び出す

6のボタンを押す

■順番に呼び出す

2または3ボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節r 90ページ)

イコライザー調節モード
にする

DSPボタンを押す

各周波数ごとのレベルを
調節する

■周波数を選ぶ

2または3ボタンを押す

周波数は、次の中から選べます。

選べる周波数［Hz］
50、80、125、200、315、500、800、1.25k、
2k、3.15k、5k、8k、12.5k

4

3

2

1

DSP調節

6
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■レベルを調節する

5または∞ボタンを押す
5：強めるとき
∞：弱めるとき

－6～＋6の範囲で調節できます。
↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●調節したイコライザーカーブ (CUSTOM) は、
ソースごとに記憶されます。なお、内蔵CDとマル
チCD、内蔵MDとマルチMD、およびExternal1と
External2は同じ設定になります。なお、一度も調
節をしていないソースでは、最後に他のソースで
調節した内容がCUSTOMに記憶されます。

イコライザー調節

6のボタン

6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

BANDボタン
バンド

ANGLEボタンを
2秒以上押すと、
フロントパネルが
開閉します。

2/3ボタン

DSPボタン
ディーエスピー

SFC

イメージに合った演奏会場を再現する

SFCについて

SFCとはSound Field Control (サウンド
フィールド コントロール）の略です。SFC
は、車室内にリアルな音場を再現すること
ができます。 STUDIO や DOME など、6つ
の音場空間を再現するプログラムが用意され
ています。

SFCモードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

音場プログラムを選ぶ

■直接呼び出す

1～6のボタンを押す (同じボタンを
もう一度押すとOFF)

■順番に呼び出す

2または3ボタンを押す

ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

SFC OFF ←→ STUDIO (1のボタン)

↑ ↑
↓

↓
JAZZ (2のボタン)

STADIUM (6のボタン) ↑↓
CLUB (3のボタン)↑
↑↓ ↓

DOME (5のボタン) ←→ HALL (4のボタン)

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●OCTAVER (☞ DSP調節i) が選ばれているとき
にSFCを選ぶと、OCTAVER は自動的にOFFに
なります。

●インジケーターについては (☞ はじめにw 12ページ)

2

1

DSP調節

7
SFCで実際にその演奏会場にいるかのようなリアルな音場を再現することができます。
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1～3のボタン 4～6のボタン

1～6のボタンを押すときは、
フロントパネルを開きます。

OCTAVER について

サブウーファー帯域の重低音域を補うこと
で、低音を強調した重量感のある音で聞く
ことができます。OCTAVER 2の方が
OCTAVER 1より低音を強調する効果があり
ます。

OCTAVER モードにする

DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 86ページ)

OCTAVER の効果を選ぶ

■直接呼び出す

1または2のボタンを押す (同じボタン
をもう一度押すとOFF)

■順番に呼び出す

2または3ボタンを押す

ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

OCTAVER OFF ←

↑
↓

OCTAVER 1 (1のボタン)

↑
↓

OCTAVER 2 (2のボタン) ←

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード1
を解除してください。

メモ
●SFC (☞ DSP調節u) が選ばれているときに
OCTAVERを選ぶと、SFC は自動的にOFFになり
ます。

●インジケーターについては (☞ はじめにw 12ページ)

2

1

OCTAVER

低音を強調するDSP調節

8
OCTAVER で低音を強調し重量感のある音を聞くことができます。
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BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

DSPボタン
ディーエスピー

サブウーファー

サブウーファーを使うDSP調節

9

位相切り換えについて

サブウーファーから出力される音の中には、
フロント/リアスピーカーから出力される音
と同じ周波数帯域のものが含まれています。
車内条件により、これらの音の位相どうし
が反転 (干渉) すると、その周波数帯域が打
ち消し合ってしまうことがあります。この現
象を防ぐものが、サブウーファーの位相切り
換えです。車内条件によって、位相の正相
(フロント/リアスピーカーと同時に出力され
る) が良いか、逆相 (フロント/リアスピー
カーとタイミングをずらして出力される) が良
いかを選んで設定してください。

カットオフ周波数について

50、63、80、100、125、160、200 (Hz) から
選んだ周波数以下の音域がサブウーファーから
出力されます。

サブウーファー設定モードに
する

DSPボタンを2秒以上押してから
DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 87ページ)

サブウーファーをONにする

5ボタンを押す（∞ボタンでOFF）

2

1

本機では、RCA出力端子に接続したサブウーファーの調節を行うことができます。(この機能は、
初期設定でONになっています。)
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サブウーファー(つづき)

位相を切り換える

2または3ボタンを押す
3：PHASE NORMAL (正相)
2：PHASE REVERSE (逆相)

REVERSEとNORMALに切り換えることが
できます。

サブウーファー調整モードに
する

DSPボタンを押す

カットオフ周波数と
レベルを調節する

■周波数を選ぶとき

2または3ボタンを押す
3：高い周波数を選ぶとき
2：低い周波数を選ぶとき

50、63、80、100、125、160、200（Hz）
の中から選ぶことができます。

■レベルを調節するとき

5または∞ボタンを押す
5：レベルを大きくするとき
∞：レベルを小さくするとき

レベルは－24～＋06の範囲で調節でき
ます。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード2
を解除してください。

メモ
●RCA外部出力の設定 (☞ 便利な機能y 108ページ)
をリア出力にした場合は、サブウーファー設定モー
ド、サブウーファー調整モードには切り換わりま
せん。

●サブウーファー設定モードをOFFにした場合は、サ
ブウーファー調整モードには切り換わりません。

●インジケーターについては (☞ はじめにw 12ページ)

5

4

3
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BANDボタン
バンド

5/∞/2/3ボタン

DSPボタン
ディーエスピー

ハイパスフィルター (HPF) について

ハイパスフィルターは、設定した周波数から
下の音域 (低域) をカットして、高域を通す
フィルターです。ハイパスフィルターをON
にすることにより、サブウーファーとの音の
つながりを調節することができます。

カットオフ周波数について

50、80、125、200 (Hz) から選んだ周波数より
高い音域がフロントまたはリアスピーカーから
出力されます。

フロントハイパスフィルター
調整モードにする

DSPボタンを2秒以上押してから、
DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 87ページ)

フロントハイパスフィルター
をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

フロントハイパスフィルター
のカットオフ周波数を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：高い周波数を選ぶとき
2：低い周波数を選ぶとき

50、80、125、200 (Hz) の中から選ぶこと
ができます。

選んだ周波数より高い周波数の音だけが、
フロントスピーカーから出力されます。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード2
を解除してください。

3

2

1

ハイパスフィルター(HPF)

低い音をスピーカーから出力させないようにする

ハイパスフィルターをONにすると、選んだ周波数より低い周波数の音が各スピーカーから出力
されないようになります。フロントスピーカー、リアスピーカーのそれぞれでお好みの周波数を
設定することができます。

DSP調節

10

フロントスピーカーの調整をするとき
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リアハイパスフィルター
調整モードにする

DSPボタンを2秒以上押してから、
DSPボタンを押して選ぶ
(☞ DSP調節q 87ページ)

リアハイパスフィルター
をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

リアハイパスフィルター
のカットオフ周波数を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：高い周波数を選ぶとき
2：低い周波数を選ぶとき

50、80、125、200 (Hz) の中から選ぶこと
ができます。

選んだ周波数より高い周波数の音だけが、
リアスピーカーから出力されます。

↓

BANDボタンを押して、DSP調節モード2
を解除してください。

3

2

1

ハイパスフィルター(HPF) (つづき)

リアスピーカーの調整をするとき
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オートイコライジングを行う前に

オートイコライジングを行う前に必ずお読みください。

スピーカーの破損防止について

次の状態でオートイコライジングを行うと、
スピーカーが破損する恐れがあります。
オートイコライジングを行う前に、よく確
認してください。
●スピーカーの接続を誤っている場合

（例：サブウーファー出力にリアスピー
カーを接続している場合）

●スピーカーの耐入力を超える出力のパワー
アンプを接続している場合

オートイコライジング機能について

●車室内空間は、その狭さや複雑な形状、材
質により、ホームオーディオに比べ、一
般的に音響特性が大きく乱れています。こ
のような車室内の音響特性を補正するため
にイコライザーを使用しますが、測定器
などを使用せずに設定するのはかなり困難
な作業になります。

●本機のオートイコライジング機能は、車
室内の音響特性を自動的に測定し、その
データに基づいて、車室内の音響特性が
乱れの少ない滑らかな特性に近づくように
自動的に補正します。（イコライザーカー
ブを呼び出したときは、オートイコライ
ジングにより、乱れの少ない滑らかな特
性になった上でイコライザーカーブが設定
されますので、より効果的になります。）

DSP調節

11

警告

禁止

走行中にオートイコライジングを行わない

走行中にオートイコライジングを行わないでください。オートイコライジン
グ機能は車室内の音響特性を測定するために、スピーカーから大音量の計測
音を出すことがあります。この場合、運転の妨げになり事故の原因となるこ
とがあります。
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オートイコライジング

オートイコライジングを行う前にお読みください

●オートイコライジングは、なるべく静か
な所で、車のエンジン、およびエアコン
やヒーターを止めて行ってください。ま
た、携帯電話や自動車電話などを車載し
ている場合は、電話を車外へ持ち出すか
電源を切ってからオートイコライジングを
行ってください。計測音以外の音 (車周辺
の騒音、エンジン音、電話の着信音など)
によって、車室内の音響特性が正しく測
定できないことがあります。

●オートイコライジングは、必ず付属のマ
イクを使用して行ってください。付属の
マイク以外のマイクでは、オートイコラ
イジングが実行できなかったり、車室内
の音響特性が正しく測定できません。

●フロントスピーカーとリアスピーカーが、
どちらも接続されていない場合は、オー
トイコライジングが実行できません。(ど
ちらかが接続されていれば、オートイコ
ライジングが実行できます。)

●入力レベルコントロール付きのパワーアン
プを接続している場合に、パワーアンプ
の入力レベルコントロールを下げていると、
オートイコライジングが実行できない場合
があります。パワーアンプの入力レベル
コントロールは推奨位置に合わせてくだ
さい。

●オートイコライジングを行うと、サブウー
ファーの位相、レベルが自動的に調節さ
れ、お客様が調節された内容は変更されま
す。(サブウーファーを接続している場合、
サブウーファー出力 (☞ DSP調節o 96
ページ)をOFFにしていてもサブウーファー
はONになり、自動的に調節されます。)

●オートイコライジングを行うと前後左右の
音量バランス調節 (☞ 音の調節e 83ページ)
の設定がリセットされ、初期設定に戻り
ます。

●オートイコライジングを行うと、イコラ
イザーカーブは、FLATに設定されます。

●オートイコライジングを行うと、リスニ
ングポジションセレクター (☞ DSP調節w

88ページ) は、FRONT SEAT RIGHTに設
定されます。(ただし、FRONT SEAT
LEFTに設定していたときだけは、FRONT
SEAT LEFTのままになります。)

オートイコライジングの調節内容について

●一度オートイコライジングを行った後に、
RCA外部出力設定 (☞ 便利な機能y 108
ページ) を切り換えると、オートイコライジ
ングの調節内容が消去されます。再度、
オートイコライジングを行ってください。

●一度オートイコライジングを行った後に、
再度オートイコライジングを行った場合
は、前のオートイコライジングの調節内
容は消去されます。

●オートイコライザーカーブのディスプレイ
表示 (☞DSP調節e 89ページ) は、車内の
総合的な測定結果を含んだ表示です。実
際の車内の音場とは少し異なります。
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ANGLEボタン
アングル

(OPEN)

ANGLEボタン
アングル

(CLOSE)

DSPボタン
ディーエスピー

MDボタン
CDボタン TUNERボタン

チューナー

5/∞ボタン

BANDボタン
バンド

オートイコライジングの調節

オートイコライジングを行う

本機では、車室内の音響特性に合わせて最適に自動補正した3種類のイコライザーカーブを作成
することができます。

車の環境を整える

●静かな所に車を停車させる
●ドア、窓、サンルーフなどを閉める
●車のエンジンを停止させる

マイクをセットする

ベルトなどを使用して、運転席のヘッ
ドレストの中央に付属のマイクを前向
きに固定する

ご注意
マイクの取付位置が悪いと、測定音が大きくなっ
たり測定時間がかかったりして、車のバッテリー
が上がる恐れがあります。マイクは必ず指定の位
置に取り付けてください。

車のエンジンスイッチを
ACCまたはONにする

ご注意
車のエアコンやヒーターがON になっている場合
は、OFFにしてください。エアコンやヒーターの
ファンの騒音によってオートイコライジングが実
行できないことがあります。

本機の電源を入れる

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押して選ぶ

乗車位置を決定する

リスニングポジションセレクターモー
ドにして、乗車位置をマイクをセット
した座席に設定する
(☞ DSP調節w 88ページ)

メモ
●乗車位置をFRONT SEAT RIGHT またはFRONT
SEAT LEFT 以外に設定したときは、オートイコ
ライジングを始めると、強制的にFRONT SEAT
RIGHTに再設定されます。

本機の電源を切る

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押して選ぶ

6

5

4

3

マイク

ベルト
など

マイク入力
端子へ

2

1

DSP調節

12
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オートイコライジング
モードにする

DSPボタンを
2秒以上押す
フロントパネルが
自動的に開きます。

マイクを本機に接続する

付属のマイクをマイク入力端子に接続
する

メモ
●フロントパネルがシフトレバーに当たったり、シフ
トレバーがマイクを接続する妨げになる場合は、
BANDボタンを押して、オートイコライジングモー
ドをいったん解除します。
ANGLEボタンを押して、マイクを接続できる角度
に調節した後に、マイクをマイク入力端子に接続
します。そして、DSPボタンを2秒以上押して、
手順9に進んでください。

オートイコライジングを始める

5ボタンを押す (∞ボタンで途中解除)

ご注意
オートイコライジングを行っているときは、CDや
MDの挿入などでソース切り換えをしないでくだ
さい。

車外に出る

10秒のカウントダウンが始まるので、
10秒以内に車外に出て、ドアを閉める
計測音 (ノイズ) が各スピーカーから出力さ
れ、オートイコライジング (音響特性の測定お
よび補正) が始まります。

オートイコライジングが
自動的に終了する

オートイコライジング操作が終わったらセッ
トしたマイクを取り外し、BANDボタンを
押して電源を切り、ANGLE (CLOSE) ボタ
ンを押してフロントパネルを元の位置に戻し
てください。オートイコラジングが正常に終
了した後は、3種類のオートイコライザー
カーブが作成され、お好みのカーブを選ぶこ
とができるようになります。(☞ DSP調節e

89ページ) また、オートイコライザーモード
をONにしているときは、 “AUTO EQ” イ
ンジケーターが点灯します。(☞ はじめにw

12ページ)

メモ
●オートイコライジングを途中でやめたくなったとき
は、BANDボタンを押してください。強制的に解
除して、電源OFFになります。

●マイクをセットする位置により、オートイコライ
ジングの調節内容が変わります。
お好みにより、助手席にセットすることもできます。

●マイクはグローブボックスなどに、大切に保管し
てください。直射日光の当たる場所に長時間放置
すると、高温による変形、変色、故障の原因にな
る恐れがあります。

11

10

9

8

7

オートイコライジングの調節(つづき)

注意

●フロントパネルの開閉動
作中は、指などを挟まな
いようにご注意ください。

●フロントパネルを全開にし
たまま、走行しないでく
ださい。急ブレーキ時に
フロントパネルに体が当
たったりして、思わぬケ
ガをする恐れがあります。
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2/3ボタン

チェンジ
CHANGEボタン ENTボタン

エンタテインメント

トラフィックインフォメーション
TIボタン

トラフィックインフォメーション

交通情報を受信する

AM 1,620 kHzまたは1,629 kHzの交通情報を、簡単に受信することができます。

交通情報を受信する

TIボタンを押す

交通情報を受信します。

放送に合わせて
周波数を切り換える

2または3ボタンを押す
3：1,629 kHzにするとき
2：1,620 kHzにするとき

受信周波数

交通情報の受信をやめる

TIボタンを押す
交通情報を受信する前の状態に戻ります。

メモ
●電話待ち受け中および録音中以外のときは、電源
がOFFのときでも、どのソースからでも操作でき
ます。

●交通情報を受信しているときは、交通情報用の
音量を設定することができます。

●交通情報を受信すると、SFC (☞ DSP調節u 94
ページ) およびOCTAVER (☞ DSP調節i 95
ページ) がOFFになり、イコライザーカーブは交通情
報用になります。交通情報の受信をやめるとイコ
ライザーカーブは、元の状態に戻ります。

3

2

1

便利な機能

1
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表示切り換え

ディスプレイの表示
を切り換える

ディスク名などのソースごとの通常表示のほ
かに、ソース表示、エンタテインメント表示
の3パターンに切り換えることができます。
また、それぞれの表示は位置を入れ換えるこ
とができます。

表示を切り換える

CHANGEボタンを押す
ボタンを押すごとに、次のようにディスプレ
イが切り換わります。

通常表示

↓
ソース表示（例：内蔵CD)

↓

エンタテインメント表示
（例：スペクトラムアナライザーモード1)

↓

通常表示に戻る

メモ
●エンタテインメント表示を切り換えるには (☞ 便
利な機能e)

1

便利な機能

2
エンタテインメント表示

エンタテインメント
表示を切り換える

エンタテインメント表示を切り換えることが
できます。車内で、いろいろな表示を楽し
むことができます。

エンタテインメント表示について

エンタテインメント表示は、MDやラジオな
どを聞いているときに、ディスプレイにいろ
いろな動画などを表示する機能です。

エンタテインメントを表示する

ENTボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

スペクトラムアナライザーモード1
↓

スペクトラムアナライザーモード2
↓

レベルインジケーター
↓

ムービースクリーンモード1 (エアーズ)
↓

ムービースクリーンモード2 (マリポーサ)
↓

ASL効果量表示
↓

カレンダー
↓

スペクトラムアナライザーモード1に戻る

メモ
●ASLの設定 (☞ 音の調節t 84ページ) をONにす
ると、ASLの効果量をレベルインジケーターで表
示します。

1

便利な機能

3
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

MDボタン
CDボタン TUNERボタン

チューナー

初期設定モードの切り換えかた

外部機器やディマーの設定をするときは、初期設定モードを切り換えて操作します。

電源をOFFにする

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押す
(☞ ここだけでq 16ページ)

初期設定モードにする

電源がOFFのときに、FUNCTIONボ
タンを2秒以上押す

初期設定モードを切り換える

FUNCTIONボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

カレンダー・時計設定モード
(☞ 便利な機能t)

↓
AUX (外部機器) モード
(☞ 便利な機能i 109ページ)

↓
ディマーモード
(☞ 便利な機能u 108ページ)

↓

RCA外部出力モード
(☞ 便利な機能y 108ページ)

↓
デジタルアッテネーター設定モード
(☞ 便利な機能!2 111ページ)

↓
FM多重用オートアンテナモード
(☞ 便利な機能!1 110ページ)

↓
自動時刻補正設定モード
(☞ 便利な機能!0 110ページ)

↓

壁紙選択モード
(☞ 便利な機能!3 112ページ)

↓
輝度設定モード
(☞ 便利な機能!4 112ページ)

↓
ハンズフリー設定モード
(☞ 便利な機能!5 113ページ)

↓
電話待ち受け設定モード ※1

(☞ 便利な機能!6 113ページ)

↓
カレンダー・時計設定モードに戻る

メモ
●初期設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。(解除すると、電源がOFFになります。)

※1ハンズフリー設定モードをONにしていないときは、
電話待ち受け設定モードには、切り換わりません。

3

2

1

便利な機能

4
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カレンダー・時計合わせ

時計や日付を合わせる

日付や時計を合わせることができます。

カレンダー・時計設定モード
にする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタン
を2秒以上押してから、FUNCTIONボ
タンを押して選ぶ (☞ 便利な機能r)

カレンダー・時計の設定
をする

■設定する項目を選ぶ

2または3ボタンを押す

押すごとに年、月、日、時、分が切り換わり
ます。

■数値を設定する

5または∞ボタンを押す
5：数字が増加します
∞：数字が減少します

(押し続けると連続して数値を送ることがで
きます。)

分を調節すると、0秒からカウントが始まり
ます。

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

2

1

便利な機能

5

メモ
●本機の電源がOFFのときでも、時計を表示させる
ことができます。電源をOFFにしてから、DISPLAY
ボタンを押してフィーチャーデモを解除し、ENT
ボタンを2秒以上押してください。もう一度ENT
ボタンを2秒以上押すと時計表示がOFFになり
ます。

●年は2000年から2099年までの範囲で設定でき
ます。
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

MDボタン

RCA外部出力から出
力される信号を選ぶ

本機のリア出力またはサブウーファー出力に
外部アンプを接続した場合、外部アンプに
接続するスピーカーに合わせてこの設定を切
り換えます。

RCA外部出力モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

接続するスピーカーに
合わせて選択する

2または3ボタンを押す
3：(SUB-WOOFER) サブウーファーを接続するとき
2：(REAR) リアスピーカーを接続するとき

↓
BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

メモ
●リアスピーカーに設定したときは、サブウーファーの
調節 (☞ DSP調節o 96ページ) はできません。

2

1

便利な機能

6
ディマー

夜間のディスプレイの
明るさを切り換える

夜間、周囲が暗くなったときにディスプレ
イがまぶしくならないように、車のライト
をONにするとディマーが働き、ディスプレ
イが暗くなるように設定できます。

ディマーモードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

ディマーの設定をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

2

1

便利な機能

7
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AUX (外部機器) の設定

外部機器の音声を
聞く

本機にDATやVTRなどの外部機器を接続す
ると、その音声を聞くことができます。

外部機器との接続について

別売のRCA/IP-BUSインターコネクター
「CD-RB20」または「CD-RB10」を使うと、
RCA出力のあるDATやVTRを、外部機器
として本機に接続することができます。
詳しくは、RCA/IP-BUSインターコネク
ターの説明書をご覧ください。

AUX (外部機器)モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

AUX (外部機器) の設定を
ONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

ソースをAUXにする

MDボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

ソースをAUXに切り換えると、外部機器の
音声が出力されます。

3

2

1

便利な機能

8
外部機器の名称を
入力する

接続した外部機器の名称を入力することが
できます。

ソースをAUXにする

MDボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

外部機器の名称入力モードに
する

FUNCTIONボタンを2秒以上押す

外部機器の名称を入力し、記
憶させる

CDタイトル入力の手順3～5を参照し、同
様の操作で外部機器の名称を記憶させてくだ
さい。(☞ マルチCD!1 62ページ)

例)“DAT”を入力した場合

“AUX”の表示のかわりに、入力した名称が
表示されます。

3

2

1

便利な機能

9
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

MDボタン
CDボタン TUNERボタン

チューナー

自動時刻補正

自動的に時刻を補正
する

FM多重を受信している場合、FM多重局か
らの時刻情報により自動的に時計の時刻を
補正します。この自動時刻補正の機能は、
OFFにすることができます。

便利な機能

10

自動時刻補正設定モード
にする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

自動時刻補正の設定をOFFに
する

∞ボタンを押す (5ボタンでON)

↓
BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

メモ
●受信しているFM多重局によっては、時刻補正がで
きないことがあります。

●受信電波が弱い場合は、補正されるまでに時間がか
かったり、間違った時刻に設定することがあります。

2

1

FM多重用オート
アンテナを設定する

本機の電源がONのときに、オートアンテナ
をのばしておくことにより、FM多重をすぐ
に見ることができます。

便利な機能

11

FM多重用オートアンテナの設定について

● 設定がOFFの場合、ラジオを聞いている
ときと FM多重を見ているときだけ、
オートアンテナがのびます。

● 設定をONにすると、本機の電源をONに
したときは、オートアンテナがのびるよ
うになります。
この場合、FM多重を常に受信している
ので、FM多重を見ようと思ったときに
すぐに見ることができます。

FM多重用オートアンテナ
モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

1
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デジタルアッテネーターについて

イコライザーカーブの調整 (☞ DSP調節ty

91、92ページ) でレベルを高く設定した周波数の
音域が歪むことがあります。イコライザー
カーブの調整で音が歪んだように感じたとき
は、デジタルアッテネーターの設定をLOWに
切り換えてください。

デジタルアッテネーター設定
モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

設定を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：HIGH（通常の設定）
2：LOW（HIGHで音が歪むとき）

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

2

1

(つづき)

FM多重用オートアンテナの
設定をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓
BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

電源をONにする

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押す
(☞ ここだけでq 16ページ)

オートアンテナがのびるようになります。

3

2

デジタルアッテネーター

音の歪みを補正する

イコライザーカーブの調整 (☞ DSP調節ty

91、92ページ) による音の歪みを抑えること
ができます。

便利な機能

12
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BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

5/∞/2/3ボタン

MDボタン
CDボタン TUNERボタン

チューナー

輝度設定

ディスプレイの
明るさを調節する

ディスプレイの明るさを調節することができ
ます。

輝度設定モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

明るさを調節する

2または3ボタンを押す

3：明るくしたいとき
2：暗くしたいとき

0～31の範囲で調節できます。

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

2

1

便利な機能

14
壁紙選択

背景のパターンを
選ぶ

ディスプレイに表示される文字などの背景の
パターンを選ぶことができます。

壁紙選択モードにする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

壁紙を選ぶ

2または3ボタンを押す

お好みの壁紙を選びます。

選んだ壁紙が枠で囲まれます。
↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

2

1

便利な機能

13
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ハンズフリー

携帯電話のハンズ
フリー機能について

別売のパイオニア製ハンズフリーシステム
キット「CD-HF1」を本機と組み合わせると、
ハンズフリーで通話することができます。

本機のハンズフリーシステムについて
携帯電話の発着信に合わせて、聞いている
ソースから電話モードに自動的に切り換わり
ます。携帯電話の発話ボタンを押して電話
に出ると、ハンズフリーで通話することが
できます。相手先の音声は、スピーカーか
ら出力することができます。

●発着信等の携帯電話のコントロールは本
機からはできません。

●詳しくは、ハンズフリーシステムキット
「CD-HF1」の取扱説明書をご覧ください。

ハンズフリー設定モード
にする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

ハンズフリーの設定をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

メモ
●録音待機中および録音中は、ハンズフリー機能は
使えません。(“TEL MUTE”と表示されます。)

●ハンズフリー設定モードをONにすると、ミュート
機能 (☞ はじめに!0 15ページ) は使用できません。

2

1

便利な機能

15
電話待ち受け

電話待ち受け
について

ラジオやMDなどを聞いていないときでも、
電話の待ち受けを可能にします。

電話待ち受け設定モード
にする

電源がOFFのときにFUNCTIONボタンを
2秒以上押してから、FUNCTIONボタン
を押して選ぶ (☞ 便利な機能r 106ページ)

電話待ち受けの設定を
ONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

↓

BANDボタンを押して、初期設定モードを
解除してください。

ソースを電話待ち受けにする

CDボタン、MDボタンまたはTUNER
ボタンを押して選ぶ
(☞ ここだけでq 16ページ)

電話の待ち受けをすることができます。

メモ
●ハンズフリー設定モードをONにすると、電話待ち
受け設定モードに切り換わるようになります。

3

2

1

便利な機能

16
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●下記マークの付いているコンパクトディス
ク (光学式デジタルオーディオディスク)
をご使用ください。

●ひび、キズ、そりのある CD は使用しない
でください。

●特殊形状のディスクは、使用しないでくだ
さい。故障の原因になります。

●音楽用CDレコーダーで録音したもの以外の
CD-Rディスクは、正常に再生できない場
合があります。

●音楽用CDレコーダーで録音した音楽用
CD-Rディスクでも、ディスクの特性やキ
ズ・汚れ、または本機内部のレンズの汚
れ・露などにより、本機では再生できない
場合があります。

●CD-Rディスクに記録されているタイトルな
どの文字情報は、本機では表示されない場
合があります。

●本機はCD-Rディスクのトラックスキップ機
能に対応しています。スキップ指定された
曲を飛ばして再生します。

●CD-Rディスクの取り扱いについては、ディ
スクの説明書や注意書きを十分お読みくだ
さい。

●CDは、下図のように、信号記録面 (虹色に
光っている面) をさわらないように持ってく
ださい。

●CDにキズを付けないでください。

●CDにシールなどを貼り付けないでください。

●直射日光の当たるところや高温になるとこ
ろには、CDを保管しないでください。

●CDがそらないように、必ずケースに入れて
保管してください。

メモ
●製品設計上配慮していますが、機構上あるいは使
用環境・ディスクの取り扱いなどにより、ディス
ク面に実使用上支障のない程度のキズが付くことが
あります。これは、製品の故障ではありません。一
般的な消耗としてご理解ください。

CDの正しい使いかたその他

1

使用できるCDについて

保管上のご注意

取り扱い上のご注意
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●CD が汚れたときは、柔らかいきれいな布
でCD の内周から外周方向へ軽くふいてく
ださい。

●アナログ式レコード用のクリーナー、静電
気防止剤などは使用しないでください。ま
たベンジンやシンナーなどの揮発性の薬品
をかけないでください。

●走行中、振動のショックで音飛びを起こす
ことがあります。

●寒いとき、ヒーターを入れた直後に CD 再
生を始めると、本機内部の光学系レンズや
CDに露が付いて、正常な再生ができない
ことがあります。
このようなときは、1 時間ほど放置して自
然に露がとれるのをお待ちください。CD
に付いた露は柔らかい布でふいてください。

シンナー ベンジン

レコード
クリーナー

お手入れについて CD再生の環境について
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●下記マークの付いているMD (ミニディスク)
をご使用ください。

●音楽用以外のMDは使用しないでください。
故障の原因になります。

●MDのシャッターを手であけないでください。
無理にあけるとこわれることがあります。

●MDは、直射日光の当たるところや高温に
なるところには、保管しないでください。

●寒いとき、ヒーターを入れた直後にMDの
再生を始めると、本機内部の光学系レンズ
やMDに露が付いて、正常な再生ができな
いことがあります。
このようなときは、1時間ほど放置して自
然に露がとれるのをお待ちください。MD
のカートリッジ表面に付いた露は柔らかい
布で拭いてください。

●MDに付属のラベルは、必ず指定の位置に
貼ってください。指定以外の位置に貼った
り、2枚重ねて貼ったりすると、MDが取り
出せなくなることがあります。

●ラベルがめくれたり、浮いたりしたMDは
使用しないでください。ラベルが引っかか
り、MDが取り出せなくなります。このよ
うなMDは新しいラベルに貼り換えてからお
使いください。

●MDのカートリッジ表面が汚れたときは、柔
らかいきれいな布で軽く拭いてください。

●MDにベンジンやシンナーなどの揮発性の薬
品をかけないでください。

●MD用クリーニングディスクを使用するとき
は、クリーニングディスクの説明書や注意
書きを十分お読みください。
クリーニングディスクによっては製品の故
障の原因になる場合があります。

シンナー ベンジン

シャッター

カートリッジ

MDの正しい使いかたその他

2

ラベルについて

保管上のご注意

取り扱い上のご注意

お手入れについて

寒いときの結露について

使用できるMDについて



117

そ
の
他(

付
録)

保証書とアフターサービス

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサ
ポートセンターまたはお買い上げの販売店にお問い合わ
せください。

ご質問、ご相談は

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低
6年間保有しています。(性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

補修用性能部品の
最低保有期間

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービス
ステーションにご相談ください。修理すれば使用できる
製品については、ご希望により有料で修理いたします。

保証期間経過後の
修理について

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当
社保証規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売
店またはお近くのパイオニアサービスステーションにご
連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご相
談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間中の修理
について

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。保証期間

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されてい
ることをお確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け
取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりする
と、保証期間中でも保証が無効となります。記載内容を
よくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証書

その他

3
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故障かな？と思ったらその他

4

チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてくだ
さい。(☞ はじめに!1 15

ページ)

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

それでも
直らないときは

保証書とアフターサービス
(☞ その他e 117ページ) を
お読みになり、修理を依
頼してください。

各リード線やコネクターが
正しく接続されていない。

アッテネーターがONに
なっている。

アッテネーターを解除してください。
(☞ 音の調節q 82ページ)

音が出ない。
音が小さい。

音量を下げている。
音量を上げてください。
(☞ ここだけでwery

19、21、23、27ページ)

正しく調節してください。
(☞ 音の調節e 83ページ)

前後の音量バランスの調節
が適切でない。

前または後ろのスピーカー
から音が出ない。

前後の音量バランスの調節
が適切でない。

正しく調節してください。
(☞ 音の調節e 83ページ)

左または右のスピーカーか
ら音が出ない。

ディスプレイが反転表示
する。

左右の音量バランスの調節
が適切でない。

デモモードがONになって
いる。

正しく調節してください。
(☞ 音の調節e 83ページ)

デモモードを解除してください。
(☞ はじめにo 15ページ)

処　　置原　　因症　　状

正しく確実に接続されているかどうか、
もう一度確認してください。
(☞ 取付説明書)電源が入らない。

動作しない。

■共通項目

ヒューズが切れている。
ヒューズが切れた原因を解決し、切れた
ヒューズを同じ容量のものと交換してく
ださい。(☞ 取付説明書)



本機がディスクを認識して
いない。

CDの再生ができない。
CDを取り出せない。

フロントパネルを開けた状態で、CD
EJECTボタンを2秒以上押すと、ディ
スクを取り出すことができます。
もう一度入れ直してください。
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■ラジオ

処　　置原　　因症　　状

周りに障害物があるなど、
受信状態が良くない。

受信状態が良くなると、雑音も少なく
なります。

放送局の電波が弱い。
他の放送局を選局してみてください。
(☞ ここだけでr 23ページ)

ラジオの受信中、“ジー
ジー、ザーザー”という雑
音が多い。

放送局の周波数が合ってい
ない。

周波数を正しく合わせてください。
(☞ ここだけでr 23ページ)

放送局の電波が弱い。
手動で選局してください。
(☞ ここだけでr 23ページ)

自動選局できない。

■CD

処　　置原　　因症　　状

CDが極端に汚れている。
CDの汚れをふき取ってください。
(☞ その他q 115ページ)CD再生中、大きな雑音が

出る。
CDの再生が途中で止まる。

CDに大きなキズやそりが
ある。

他のCDと交換してください。良くなれ
ばCDの不良です。

CDの曇りや水滴をふき取ってください。
(☞ その他q 115ページ)

CDに曇りや水滴が付いて
いる。

CDの裏表を逆にしてセッ
トしている。

CDのタイトル面を上にしてセットして
ください。(☞ ここだけでw 18ページ)

■ MD

処　　置原　　因症　　状

MDに曇りや水滴がついて
いる。

MDを交換してください。
MD再生中、大きな雑音が
出る。
MDの再生が途中で止まる。
フロントパネルが全開のと
きに、MDが自動的に出て
くる。

MDが極端に汚れている。

MDを取り出し、正しい方向に挿入して
ください。(☞ ここだけでe 20ページ)

MDが正しい方向に挿入さ
れていない。



CDを交換してください。
すべての曲がトラックスキッ
プ指定されているとき。

「Error-44」
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オートイコライジング機能によって、車室内の音響特性を正常に測定できないときは、ディスプレ
イにエラーメッセージが表示されます。内容を確認して、もう一度操作をやりなおしてください。

オートイコライジング機能のエラー表示

付属のマイクを正しくセットしてください。

付属のマイクをきちんと差し込んでく
ださい。(☞ DSP調節!2 103ページ )

ソースを切り換えて、スピーカーか
ら音が出るか確認してください。音
が出ない場合は、スピーカーリード
線の接続を確認してください。

付属のマイクを正しくセットしてください。

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ

スピーカーの計測音がマイク
でひろえない。

周囲の騒音レベルが高すぎる。

なるべく静かな所に車を停車させ、車
のエンジン、およびエアコンやヒー
ターを止めてください。

「マイクを確認して下さい」 マイクが接続されていない。

「スピーカーを確認して下
さい」

「測定エラーです」

こんなメッセージが表示されたらその他

5

CDを正常に再生できないときは、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。
CDのエラー表示

車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、CD再生を一
度やめてから、もう一度CD再生にし
てください。

内部温度が下がるまでお待ちください。

CDの汚れをふき取ってください。
(☞ その他q 115ページ )

CDを交換してください。

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ(エラー番号)

CDが汚れているとき。

CDにキズやひびがあるとき。

電気系、機構系の故障が考え
られるとき。

CD-Rは、録音してからお使いくださ
い。

「Error-14」 CD-Rを録音しないまま使用
しているとき。

「HEAT」 本機の内部温度が高いとき。

「Error-11」「Error-12」
「Error-17」「Error-30」

「Error-10」「Error-11」
「Error-12」「Error-14」
「Error-17」「Error-30」
「Error-50」「Error-A0」

メモ
●「Error-※」のかわりに「ERR-※」と表示される場
合があります。

●マルチCD再生中に、上記以外のエラーメッセージ
が表示されたときは、マルチCDの取扱説明書をご
覧ください。
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録音するか、他のMDと交換してく
ださい。

何も録音されていないMDを
挿入したとき。

「Blank MD」

「ERROR」
MDが何らかの原因で再生し
ないとき。

他のMDと交換してください。

リセットボタンを押してください。
(☞ はじめに!1 15ページ)

MDを正常に再生できないときは、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。

本機が正常に動作する温度になるまで
お待ちください。

他のMDと交換してください。

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ(エラー番号)

本機の内部温度に異常がある
とき。

「Error-11」「Error-12」
「Error-17」「Error-30」

M D が 汚れているとき。
MDにキズやひびがあるとき。

「TEMP」

MDを取り出し、もう一度入れ直し
てください。それでも同じメッセー
ジが表示される場合は、他のMDと
交換してください。

他のMDと交換してください。

音楽が録音されたMDを使用してくだ
さい。

車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、MD再生を一
度やめて、もう一度MD再生にして
ください。

MD再生を一度やめて、リセットボタ
ンを押して (☞ はじめに!1 15ページ)

もう一度MD再生にしてください。

「Error-20」
「Error-21」

「Error-23」

「Error-22」
「Error-24」

「Error-01」「Error-11」
「Error-12」「Error-17」
「Error-30」「Error-A0」

「Error-A1」
「Error-A4」

振動などが原因で曲の情報を
読み取れなかったとき。

MDに異常 (損傷している、
TOCが入っていないなど) が
あるとき。

MDに異常 (損傷している、
TOCが入っていないなど) が
あるとき。

音楽以外の情報が記録された
ＭＤを使用したとき。

本機の電気系、機構系の故障
が考えられるとき。

本機の電気系、機構系の故障
が考えられるとき。

MDのエラー表示

メモ
●「Error-※」のかわりに「ERR-※」と表示される場
合があります。

●マルチMD再生中に、上記以外のエラーメッセー
ジが表示されたときは、マルチMDの取扱説明書
をご覧ください。
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こんなメッセージが表示されたら (つづき)その他

5

録音が正常にできないときは、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。
録音時のエラー表示

もう一度MDを再生してから、MDを
取り出してみてください。

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ(エラー番号)

ショックやディスクのキズで
TOC情報が正しく書き込め
ない。

「UTOC WRITE ERROR」

全曲消去し、録音をやり直すか、他
の録音用MDと交換してください。

ディスク名、曲名を短くしてくだ
さい。

「Disc Full」

「Track Full」

MDに録音できる空きがない
とき。

254曲を超えて録音しようと
した (1枚のMDには254曲
までしか録音できません)。

ディスク名、曲名を入力する
空きがないとき。

全曲消去し、録音をやり直すか、他
の録音用MDと交換してください。

「Can't Copy」
コピー可能なもの (一般のCDなど)
に交換してください。

「No Signal」

CD-Rなどコピー禁止のもの
から録音しようとしたとき。

MDにデジタル入力信号を入
力できないとき。

「Name Full」

「CD-ROM」

「Retry」

「Defect」

CD-ROMから録音しようとし
たとき。

「MemoryOver」

車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、リセットボタ
ンを押してください。(☞ はじめに

!1 15ページ)

音楽CDに交換してください。

CDの汚れ、曇り、水滴をふき取って
ください。(☞ その他q 115ページ)

CDを交換してください。

もう一度録音をやり直してください。

CDの音飛びがおきたとき。

CDの音飛びが同じところで
3回おきたとき。

振動などでMDに書き込みが
できないとき。
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「HOT」

「HEAT」

本機の内部温度が高いとき。

マルチCD/MDの内部温度が
高いとき。

内部温度が下がるまでお待ちください。

内部温度が下がるまでお待ちください。

「ERR-※」

「CD TOC ERR」

MDのエラーのとき。

CDのTOCを読み込めない
とき。

MDのエラー表示を参照してくだ
さい。(☞ その他t 121ページ)

CDを交換してください。

「Protected」

「Can't REC」

誤消去防止状態のとき。

再生専用ディスクに録音しよ
うとしたとき。

誤消去防止つまみを閉じてください。
(☞ 録音q 70ページ)

他の録音用MDと交換してください。

MDのディスク残り時間が、録
音しようとした曲やディスク
より短いとき。

「Time Short」

録音時のエラー表示 (つづき)

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ(エラー番号)

「TrackShort」
MDの録音できる残り曲数が、
録音しようとした曲数より少
ないとき。

他の録音用MDと交換してください。

他の録音用MDと交換してください。

メモ
●内蔵CDから録音中に、上記以外のエラー番号が表
示されたときは、CDのエラー表示 (☞ その他t

120ページ) をご覧ください。
●マルチCDおよびマルチMDから録音中に、上記以
外のエラー番号が表示されたときは、マルチCDお
よびマルチMDの取扱説明書をご覧ください。
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MDは従来のカセットテープやDATとは異なる方式で録音されます。そのため、録音方法に
よって、次のような症状がでることがあります。これらは、システム上の制約によるものですの
で、故障ではありません。

MDのシステム上の制約

システム上の制約症状

通常は1クラスタ (約2秒) を録音の最小単位としていますが、これ
に満たない曲でも約2秒のスペースを使います。このため、表示さ
れた残り時間よりも実際に録音できる時間が少なくなることがあり
ます。また、MDにキズなどがあると、その部分は自動的に録音不
可となるため録音時間が少なくなります。

録音残り時間を表示するとき、12秒以下の短い曲などは曲として数え
られないことがあります。したがって、1曲ずつの消去ではすべての
曲を消去してもディスクの録音可能な時間が短くなることがありま
す。この場合は、全曲消去してすべての内容を消去してください。

MDの最大録音時間になっ
ていないのに“Disc Full”
が表示される。

ディスクにキズなどがあると、その部分は自動的に録音できなくな
るため録音時間が少なくなります。

MDの最大録音時間または
最大曲数 (254曲) になっ
ていないのに“Track Full”
が表示される。

MDでは、TOCにMD上の録音場所の区切りが登録されます。何度
も部分的に消去して録音したりすると、曲数が最大 (254曲) になっ
ていなくても、TOCの情報がいっぱいになるので録音できなくなり
ます。(このようなMDは全曲消去すれば最初から使用できます。)

短い曲を何曲消しても録
音の残り時間が増えない
ことがある。

MDに録音した時間と録音
の残り時間の合計が最大
録音時間と一致しないこ
とがある。

録音、消去を繰り返し行ったMDでは、早送り/早戻し中に音がとぎ
れることがあります。

録音した曲を早送り/早戻
しすると、音がとぎれる
ことがある。

こんなメッセージが表示されたら (つづき)その他

5
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おもな仕様その他

6

■アンプ・オーディオ部
最大出力 ：

定格出力 ：

負荷
インピーダンス：

最大出力レベル：
出力
インピーダンス：
ラウドネス

コンター：

イコライザー
(13バンド
グラフィック
イコライザー)：

ネットワーク
ハイパス
フィルター

(フロント/リア
独立)：

サブウーファー
出力：

■CDプレーヤー部
形式 ：

使用ディスク ：
信号
フォーマット：

周波数特性 ：
S/N ：

ダイナミック
レンジ：

チャンネル数 ：

■MDプレーヤー部
形式 ：

使用ディスク ：
信号
フォーマット：

周波数特性 ：
S/N ：

ダイナミック
レンジ：

チャンネル数 ：

50 W×4

22 W×4
(50～15,000 Hz、5 % THD)

4 Ω
(4～ 8 Ω 使用可能)
2.2 V

1 kΩ

10 dB (100 Hz)、
7 dB (10 kHz)
(ボリューム：－30 dB)

周波数：50 Hz、80 Hz、
125 Hz、200 Hz、
315 Hz、500 Hz、
800 Hz、1.25 kHz、
2 kHz、3.15 kHz、
5 kHz、8 kHz、
12.5 kHz

調整幅：±12 dB (2 dB)

周波数：50 Hz/80 Hz、
125 Hz/200 Hz

スロープ：0 (スルー)、
ー12 dB/oct.

周波数：50 Hz/63 Hz/
80 Hz/100Hz/
125Hz/160Hz/
200Hz

スロープ：ー18 dB/oct.
調整幅：－24～＋ 6dB

MUTE (1dB)
位相：NORMAL/REVERSE

コンパクトディスク
オーディオシステム

コンパクトディスク

サンプリング周波数：44.1 kHz
量子化ビット数：16ビット直線
5～ 20,000 Hz (±1 dB)
96 dB (1 kHz)
(IHF-A ネットワーク)

94 dB (1 kHz)
2 (ステレオ)

ミニディスクデジタル
オーディオシステム

ミニディスク

サンプリング周波数：44.1 kHz
量子化ビット数：16ビット直線
20～ 20,000 Hz (±1 dB)
90 dB (1 kHz)
(IHF-A ネットワーク)

90 dB (1 kHz)
2 (ステレオ)
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メモ
●上記の仕様および外観は予告なく変更することが
あります。また、この説明書の中のイラストと実
物が、一部異なる場合があります。

■ FMチューナー部
受信周波数帯域：
実用感度 ：

S / N 50 dB
感度：

S / N ：
高調波歪率 ：

周波数特性 ：
ステレオ
セパレーション：

■AMチューナー部
受信周波数帯域：
実用感度 ：
実効選択度 ：

■共通部
使用電源 ：

アース方式 ：
最大消費電流 ：
外形寸法

(取付寸法)：

(ノーズ寸法)：

質 量 ：

■付属品
リモコン ：
単4形
乾電池 (R03)：
マイク ：
コードユニット：
取付ネジ類 ：
取扱説明書 ：
取付説明書 ：
安全上のご注意：
保証書 ：
ご相談窓口・
修理窓口のご案内：

76.1～ 89.9 MHz
9 dBf (0.8 μV/75 Ω、
モノラル、S/N：30 dB)

14 dBf
(1.4 μV/75 Ω、モノラル)

70 dB (IHF-A ネットワーク）
0.3 %
(65 dBf入力、1 kHz、ステレオ)

30 ～ 15,000 Hz (±3 dB)

40 dB (65 dBf入力、1 kHz)

522～ 1,629 kHz (9 kHz)
18 μV (S/N：20 dB)
50 dB (±9 kHz)

ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に基づく許諾製品。

DC 14.4 V
(10.8 ～ 15.1 V 使用可能)

マイナスアース方式
10.0 A

178 (W)×100 (H)×
160 (D) mm
170 (W)×95 (H)×
16 (D) mm
3.2 kg (コードユニット含まず)

1

2
1
1
1式
1
1
1
1

1
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お客様ご相談窓口 (全国共通フリーフォン)

カスタマーサポートセンター

●カーオーディオ/カーナビゲーション商品のお問い合わせ窓口

●カタログのご請求窓口

＜ご注意＞ ●ＰＨＳ、携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話、および
海外からの国際電話ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

●修理に関しては、別添えの『ご相談窓口・修理窓口のご案内』をご参照ください。

※ホームページでのカタログ請求とメールサービス登録のご案内
http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg.html

この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。


